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【写真】センスで植える盆
ぼんけい

景にチャレンジ      
　          （香りの花フェスタ2008春）

　3月22日、香住文化会館で開催された「香
りの花フェスタ」のイベントの１つ「寄せ
植え実習」。但馬高原植物園植栽主任の田
丸和美氏を講師にお迎えし、町内の 60 人
の参加者が、盆栽風のかわいい寄せ植え“盆
景”にチャレンジしました。



　

産
業
の
活
性
化

に
あ
た
っ
て
は
、

山
の
ま
ち
と
海
の

ま
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
を
生
か
し
、

観
光
振
興
を
中
心

に
ほ
か
の
産
業
と

の
連
携
を
図
り
、

相
乗
効
果
を
高
め

る
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

　

海
側
の
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
今
夏

2

平
成
20
年
度 

町
長
施
政
方
針　

〝
新
し
い
香
美
町
づ
く
り
の
第
一
期
総
括
の
年
〞

 
「
財
政
再
建
」
と
「
香
美
町
づ
く
り
」
の
目め

ど途
を

　

3
月
5
日
に
招
集
さ
れ
た
第
26
回
香
美

町
議
会
の
冒
頭
で
、
藤
原
町
長
は
平
成
20
年

度
の
町
政
に
臨
む
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
町
長
は
、
合
併
し
て
４
年
目

と
な
る
平
成
20
年
度
を
〝
新
し
い
香
美
町

づ
く
り
の
第
一
期
の
総
括
の
年
〞
と
位
置

づ
け
、「
財
政
再
建
」
と
「
新
し
い
香
美
町

づ
く
り
」
の
目め

ど途
を
つ
け
て
い
く
年
と
す

る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
財
政
再
建
」
に
つ
い
て
は
、

行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
集
中
的
改
革

期
間
（
平
成
18
〜
20
年
度
）
の
最
終
年
度

と
し
て
さ
ら
に
一
層
改
革
を
進
め
て
い
く

こ
と
、
ま
た
「
新
し
い
香
美
町
づ
く
り
」

に
つ
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
き
た
観
光
振
興
を
中
心
と

す
る
産
業
対
策
や
少
子
化
・
高
齢
者
対
策

な
ど
を
総
点
検
し
た
う
え
で
、
必
要
な
施

策
を
補
完
し
体
系
的
な
施
策
展
開
を
図
り
、

平
成
21
年
度
以
降
の
次
の
段
階
へ
の
展
望

を
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を
示
し

ま
し
た
。

財
政
健
全
化
の
方
向

　

財
政
運
営
に
お
い
て
は
、
行
財
政
改
革

大
綱
で
定
め
て
い
る
財
政
調
整
基
金
な
ど

７
億
円
を
今
後
も
堅
持
し
て
い
き
、
公
債

費
や
人
件
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
を
削
減

し
、
長
期
的
に
安
定
し
た
財
政
基
盤
を
構

築
し
て
い
く
た
め
、
最
大
の
努
力
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
は
、
歳
入
に

お
け
る
特
別
地
方
交
付
税
の
合
併
包
括
措

置
分
の
終
了
に
よ
る
減
少
や
、
歳
出
に
お

け
る
香
住
病
院
な
ど
他
の
会
計
へ
の
繰
出

金
の
増
加
を
予
測
し
、
一
般
財
源
不
足
額

を
約
２
億
４
千
万
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

　

こ
の
財
源
不
足
額
に
対
し
、
歳
入
面
で

は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
町
有
財
産
の
売

却
を
行
い
、
歳
出
面
で
は
、
人
件
費
総
額

削
減
の
た
め
、
合
併
以
来
続
け
て
い
る
退

職
者
の
不
補
充
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
も
、
新

規
の
建
設
事
業
を
極
力
抑
制
し
、
総
事
業

費
を
12
億
円
程
度
と
し
、
起
債
発
行
額
の

削
減
に
よ
っ
て
財
政
運
営
の
健
全
化
を
図

り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
お
お
む
ね
予
定
額
を
削

減
で
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
税
源
移
譲

に
係
る
住
民
税
還
付
金
、
燃
料
費
の
高

騰
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
シ
ス
テ
ム
改

修
に
係
る
追
加
経
費
な
ど
が
生
じ
た
た

め
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
は
、

３
５
０
０
万
円
を
財
政
調
整
基
金
か
ら
取

り
崩
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
19
年
度
決
算
剰
余
金
と

し
て
見
込
ま
れ
る
約
１
億
円
の
２
分
の
１

の
５
千
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立

て
る
こ
と
で
、
平
成
20
年
度
末
に
お
け
る

財
政
調
整
基
金
の
実
質
的
な
取
り
崩
し
は

生
じ
な
い
予
定
で
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
19
年
度
の

29
・
4
％
か
ら
平
成
20
年
度
は
29
・
1
％

（
平
成
21
年
度
は
28
・
０
％
）
へ
改
善
さ
れ

る
見
込
み
で
、
経
常
収
支
比
率
も
当
初
予

算
比
較
で
平
成
20
年
度
は
94
・
5
％
と
平

成
19
年
度
よ
り
1
・
0
ポ
イ
ン
ト
改
善
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
時
に
「
平
成
20
年
度
を
目

途
に
統
一
す
る
方
向
で
調
整
す
る
」
と
し

て
い
た
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
昨

年
末
か
ら
検
討
委
員
会
で
議
論
を
進
め
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
を
受
け
て

本
年
10
月
か
ら
改
定
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
保
育
料
な
ど
の
保
護
者
負
担
に

つ
い
て
も
、
必
要
経
費
と
町
民
負
担
の
バ

ラ
ン
ス
の
観
点
か
ら
検
討
し
、
平
成
20
年

度
中
に
検
討
委
員
会
で
一
定
の
方
向
づ
け

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て
は
、
香
美

町
と
し
て
は
、
主
に
次
代
を
担
う
青
少
年

の
教
育
環
境
の
整
備
や
ふ
る
さ
と
教
育
の

主
な
政
策
の
取
り
組
み
方
向

　

平
成
20
年
度
は
、
行
財
政
改
革
の
集
中

的
改
革
期
間
の
最
終
年
度
と
し
て
の
取
り

組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、「
美
し
い
山
・

川
・
海　

人
が
躍
動
す
る　

交
流
と
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
標
に
、
体
系
的
に

施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
香
美

町
発
足
時
か
ら
設
定
し
て
い
る
6
つ
の
政

策
を
中
心
に
具
体
的
な
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

①
多
彩
な
資
源
を
生
か
し
た
観
光
対
策
の

　

推
進

推
進
な
ど
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
と
し
、

国
会
で
の
法
案
の
成
立
を
待
ち
、
ふ
る
さ

と
会
員
や
観
光
大
使
な
ど
香
美
町
出
身
者

に
積
極
的
に
協
力
を
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

▲所信表明を行う藤原町長

▲香住海岸絶景ウォーキングの様子



②
山
と
海
と
の
特
色
あ
る
産
業
の
振
興

　

本
町
に
は
、
観
光
業
の
ほ
か
、
村
岡
区
・

小
代
区
で
は
農
業
、
畜
産
業
、
香
住
区
で

は
漁
業
、
水
産
加
工
業
を
中
心
に
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
が
営
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
各
産
業
は
今
、
い
ず
れ

も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の
で
、
国
・

3

に
完
成
す
る
「
し
お
か
ぜ
香
苑
」
の
活
用

を
進
め
る
と
と
も
に
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

証
に
向
か
っ
て
香
住
海
岸
の
魅
力
を
一
層

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
山
側
の
観

光
振
興
は
、
村
岡
区
と
小
代
区
を
一
体
的

に
と
ら
え
「
山
を
生
か
し
た
四
季
型
観
光
」

を
推
進
し
、
山
の
祭
典
と
し
て
「
但
馬
牛
・

食
ま
つ
り
（
仮
称
）」
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
四
季
型
観
光
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、

自
然
体
験
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
団
塊
世
代
の

誘
導
な
ど
、
地
域
ご
と
の
特
色
を
生
か
し

た
観
光
対
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
観
光
協
会
と
の
密
接
な

連
携
を
図
り
、
多
彩
な
観
光
資
源
の
情
報

発
信
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
各
種
媒
体
を
利

用
し
た
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
春
に
「
兵
庫
県
大
型

観
光
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
平
成
20
年
度
は
プ
レ
事
業
年
度

と
位
置
づ
け
、
本
町
と
し
て
も
情
報
発
信

に
努
め
る
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
共

同
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ブ
ラ
ン
ド
力
の
高
い
松
葉
ガ

ニ
や
但
馬
牛
、
水
産
加
工
品
を
は
じ
め
と

す
る
豊
富
な
特
産
品
を
観
光
振
興
に
生
か

し
て
い
く
と
と
も
に
、
町
内
で
の
地
産
地

消
の
推
進
や
有
機
の
里
づ
く
り
な
ど
各
産

業
間
連
携
を
一
層
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

県
の
施
策
と
の
連
携
も
図
り
な
が
ら
、
さ

ら
に
次
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
ま
す
。

・
農
業
…
認
定
農
業
者
の
組
織
化
、
オ
ペ
レ

      　

ー
タ
ー
な
ど
農
業
者
の
機
械
購
入
へ

　
　
　

の
支
援
、
有
機
栽
培
な
ど
安
全
・

　
　
　

安
心
な
農
産
物
の
生
産
促
進
と
地

　
　
　

産
地
消
体
制
の
早
期
確
立

・
畜
産
業
…
増
頭
対
策
の
た
め
の
牛
舎
建

　
　
　

設
や
優
良
雌
牛
保
留
対
策
の
拡
充

・
林
業
…
環
境
お
よ
び
防
災
機
能
向
上
の

　
　
　

た
め
の
森
林
の
整
備

・
漁
業
…
漁
船
の
建
造
支
援
、
資
源
の
保

　
　
　

護
・
増
殖
、
燃
油
高
騰
対
策

・
水
産
加
工
業
…
機
械
設
備
更
新
へ
の
支

　
　
　

援
、
付
加
価
値
の
高
い
加
工
品
の

　
　
　

開
発
、
都
市
部
で
の
販
売
イ
ベ
ン

　
　
　

ト
の
支
援

・
商
業
…
既
存
商
店
街
の
活
性
化
を
中
心

　
　
　

と
す
る
諸
対
策

　
③
活
力
の
あ
る
福
祉
社
会
の
創
造

（
少
子
化
対
策
）

　

平
成
19
年
の
町
内
の
出
生
数
は
１
３
５

人
（
昨
年
比
1
人
増
）
で
し
た
が
、
近
年

の
出
生
数
の
減
少
傾
向
を
何
と
し
て
も
食

い
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
は
、
若
い
人
た
ち
が
定
着
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
、
子
ど
も
を
生
み
育
て
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
内
の
独
身

男
性
の
結
婚
を
支
援
す
る
た
め
社
会
福
祉

協
議
会
の
結
婚
相
談
員
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
都
市
部
な
ど
の
独
身
女
性
と
の
交
流

の
機
会
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
住
宅
の
確

保
な
ど
を
支
援
し
、
若
者
の
定
住
を
促
進

し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
に
か
か
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
子
育
て
情
報

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
・
子
育

ち
支
援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
運
営
な
ど
子
育
て
支
援
対
策
の
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
町
民
の
皆
さ
ん
の

結
婚
・
出
産
時
に
、
町
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
贈
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
各
区
の
公
民
館
な

ど
で
行
っ
て
い
る
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

を
拡
大
し
て
い
く
と
と
も
に
、
外
出
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
な
ど

の
生
活
支
援
事
業
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

（
医
療
体
制
の
整
備
）

　

公
立
香
住
総
合
病
院
は
、
こ
の
４
月
か

ら
名
称
を
「
公
立
香
住
病
院
」
に
変
更
し

ま
す
。
ま
た
、
本
来
の
病
院
事
業
に
、
介

護
老
人
保
健
施
設
事
業
、
訪
問
看
護
事
業
、

居
宅
介
護
支
援
事
業
を
加
え
、
一
体
的
に

運
営
し
て
い
き
ま
す
。

　

病
院
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
４
月

に
整
形
外
科
が
非
常
勤
の
医
師
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
入
院
に
対
応
で
き
る
常
勤

医
師
５
人
（
内
科
３
人
、
外
科
・
胃
腸
科

１
人
、
泌
尿
器
科
１
人
）
と
、
別
に
小
児

科
外
来
診
療
対
応
の
常
勤
医
師
１
人
で
運

営
し
て
い
ま
す
。（
産
婦
人
科
、
整
形
外
科
、

耳
鼻
科
は
、
非
常
勤
医
師
に
よ
る
週
１
、２

日
対
応
）

　

医
師
確
保
の
た
め
絶
え
ず
努
力
し
て
い

ま
す
が
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
も
現
体

制
が
変
動
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の
で
、

あ
ら
ゆ
る
ル
ー
ト
を
通
じ
て
一
層
医
師
の

確
保
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
整
備
は
、
お
お

む
ね
計
画
に
沿
っ
て
順
調
に
進
ん
で
お
り
、

４
月
下
旬
に
は
工
事
を
終
え
、
５
月
中
旬

頃
に
開
設
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
策
定
し
た
「
病

院
経
営
健
全
化
計
画
」
に
基
づ
き
、
収
入

増
と
経
費
削
減
の
地
道
な
努
力
を
重
ね
な

が
ら
、
病
院
の
経
営
改
善
に
努
め
て
い
き

▲結婚のお祝いメッセージ

▲出産のお祝いメッセージ

（
高
齢
者
対
策
）

　

前
期
高
齢
者
（
65
〜
74
歳
）
に
は
平
成

20
年
度
か
ら
新
た
に
取
り
組
み
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
「
香
美
町
い
き
い
き
ま
ち

づ
く
り
運
動
」
に
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
登
録
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
活

動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
〝
ふ
る
さ
と
教

育
〞
や
〝
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
〞
な
ど

の
ほ
か
、
さ
ら
に
幅
広
い
活
動
を
し
て
い

た
だ
き
、
地
域
へ
の
社
会
貢
献
を
通
じ
て

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る

よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
っ

た
り
要
介
護
状
態
が
悪
化
し
な
い
よ
う
、

介
護
予
防
教
室
へ
の
参
加
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
効
果
的
な
介
護
予
防
事
業
を
行



　

町
内
を
縦
貫
す
る
主
要
地
方
道
香
住
村

岡
線
の
大
乗
寺
バ
イ
パ
ス
・
境
バ
イ
パ
ス
、

県
道
茅
野
福
岡
線
の
バ
イ
パ
ス
、
国
道

４
８
２
号
の
大
谷
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
も
、

早
期
着
工
・
完
成
に
向
け
、
必
要
な
対
応

を
進
め
ま
す
。

○
最
重
点
課
題
事
業
の
推
進

　

小
代
区
の
最
重
点
課
題
事
業
に
つ
い
て

は
、
小
代
区
地
域
協
議
会
な
ど
で
の
検
討

結
果
に
基
づ
き
、
平
成
20
年
度
に
そ
の
多

く
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

当
初
に
計
画
さ
れ
て
い
た
事
業
の
う
ち
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
は
、
平
成
19
年

度
に
完
成
し
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
建
設
後

の
維
持
管
理
費
が
多
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、

ほ
か
の
事
業
へ
の
変
更
を
検
討
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
19
年
度
の
お
じ
ろ
ド
ー

ム
改
修
事
業
に
続
き
、
平
成
20
年
度
に
は

小
代
小
学
校
の
プ
ー
ル
改
修
事
業
、
体
育

館
改
築
事
業
と
温
泉
保
養
館
「
お
じ
ろ
ん
」

改
修
事
業
を
行
う
ほ
か
、
小
代
健
康
公
園

駐
車
場
を
整
備
す
る
た
め
の
設
計
業
務
に

も
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
教
育
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
中
心
に
、
学
校
教

育
、
社
会
教
育
の
両
面
で
着
実
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、「
第
２
回
香
美
町
青
少
年
育

成
町
民
集
会
・
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と

体
験
発
表
会
」
に
お
い
て
、
多
く
の
皆
さ

ん
に
取
り
組
み
の
成
果
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
、
活
動
内
容
へ
の
理
解
も
深
め
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
、
３
年
間
の
取
り
組
み

を
「
ふ
る
さ
と
教

育
実
践
記
録
集
」

と
し
て
ま
と
め
る

と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
教
育
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
を
中
心
に
さ
ら

に
、
学
校
･
家
庭

･
地
域
の
連
携
を

強
化
し
、「
ふ
る
さ

と
を
愛
し　

郷
土

の
未
来
を
拓
く　

こ
こ
ろ
豊
か
な
人

づ
く
り
」
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道
は
、
供
用
開
始

さ
れ
て
い
る
春
日
和
田
山
間
に
続
き
、
和

田
山
八
鹿
間
の
工
事
が
行
わ
れ
る
と
と
も

に
、
八
鹿
日
高
豊
岡
南
間
の
測
量
調
査
、

設
計
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路
の
余
部
道
路
は
、
平

成
22
年
度
の
完
成
に
向
け
、
順
調
に
工
事

が
進
行
し
て
お
り
、
居
組
道
路
は
、
今
年

中
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
幹
線
道
路
の
早
期
完
成
に
向
け
、
関
係

機
関
に
強
く
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
道
９
号

の
拡
幅
や
笠
波
峠
の

ト
ン
ネ
ル
化
に
つ
い

て
も
、
国
土
交
通
省

の
取
り
組
み
に
協
力

し
、
早
期
着
工
に
努

め
ま
す
。

（
香
美
町
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
推
進
）

　

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
香
美
町

づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
た
め
、
新

た
に
「
香
美
町
い
き
い
き
ま
ち
づ
く
り
運

動
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
住
民
参
加
と
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
一
層
進
め
て
い
く
た
め
、

福
祉
分
野
の
み
な
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
全

般
に
わ
た
っ
て
、
前
期
高
齢
者
を
は
じ
め

多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
の
参
加
を
求
め
、
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、
①
行
政
が
積
極
的

に
進
め
て
い
く
も
の
で
住
民
と
の
関
わ
り

が
深
い
も
の
（
青
少
年
育
成
、
防
犯
活
動

な
ど
）、
②
地
域
の
公
益
団
体
が
進
め
て
い

く
も
の
で
地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
大

き
い
も
の
（
観
光
ガ
イ
ド
、環
境
美
化
な
ど
）

な
ど
で
す
。

　

す
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
登
下
校
時
の
見
守
り

隊
、
ふ
る
さ
と
教
育
応
援
団
な
ど
に
約

３
千
人
の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
さ
れ
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
、
新
た
な
分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
も
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一

体
的
な
組
織
・
活
動
体
制
を
つ
く
り
あ
げ

て
い
き
ま
す
。

（
香
り
高
く
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動
の
展
開
）

　

合
併
後
、
各
区
ご
と
に
目
標
を
設
定
し

進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
の
運
動
は
、

年
々
そ
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の

⑤
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ

　

く
り
運
動
の
推
進

4

で
、
地
域
性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
（
花
づ
く
り
）、
歴
史
・
文
化

づ
く
り
の
３
つ
の
運
動
を
さ
ら
に
積
極
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
に
、
花
づ
く
り
は
、
数
多
く
の
グ
ル
ー

プ
が
道
路
沿
い
や
空
き
地
を
生
か
し
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
さ

ら
に
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
矢
田
川
桜
づ
つ
み
街
道
事
業
に

続
き
平
成
19
年
度
か
ら
取
り
組
み
始
め
た
、

人
生
の
節
目
な
ど
の
記
念
に
植
樹
を
し
て

い
た
だ
く
「
さ
く
ら
記
念
植
樹
の
森
」
づ

く
り
事
業
も
一
層
の
展
開
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

⑥
幹
線
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進

▲今年 1月下旬に、屋根、床、照明
　施設などの改修工事が完了した小
　代ドーム

▼「子どもたちのふるさと体験発表会（射添小）」の様子

ま
す
。

　

診
療
所
に
つ
い
て
は
、
佐
津
診
療
所
の

医
師
の
退
任
や
村
岡
病
院
の
診
療
体
制
の

変
更
に
よ
り
、
４
月
か
ら
一
部
診
療
体
制

が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆

さ
ん
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

引
き
続
き
医
師
確
保
に
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

④
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
も
つ
青
少
年
の
育
成

④④

▼工事が進む余部道路（油良地内）
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平
成
20
年
度
予
算
（
一
般
会
計
、
特
別
・
企
業
会
計
）

集
中
的
改
革
期
間
の
最
終
年
度
、
総
額
２
２
４
億
円
の
ま
ち
づ
く
り

50.8%

17.3%

9.8%

5.1%

4.1%

3.5%

2.2%

1.8%
1.4% 4.0%

歳　入
115 億
9,700 万円

地方交付税
58 億 9,400 万円

町税
20 億 878 万 7 千円

町債
11 億 3030 万円

県支出金
5億 9,171 万 4 千円

諸収入
4億 827 万 7 千円

国庫支出金
4億 7,730 万 6 千円

使用料および手数料
2億 5,431 万 1 千円

地方消費税交付金
2億 500 万円

地方譲与税
1億 6,800 万円 その他

4億 5,930 万 5 千円

　

平
成
20
年
度
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
長
期
的
に

安
定
し
た
財
政
運
営
を
行
う
た
め
、
行
財
政
改
革
大
綱
で

定
め
て
い
る
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
残
高
７
億
円
を
今
後

も
堅
持
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
な
お
一
層
の
行
財
政
改
革

に
取
り
組
み
、
基
金
の
取
り
崩
し
が
極
力
生
じ
な
い
よ
う

最
大
限
の
努
力
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
般
会

計
、
特
別
・
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
香
美
町
の
予
算
総
額

0.1%

0.0%

24.9%

17.3%

11.2%

11.2%

9.9%

6.2%

4.8%

0.9%

3.2%

0.1%

10.3%

歳　出
115 億
9,700 万円

公債費
28 億 8,352 万 5 千円

民生費
20 億 987 万 4 千円

衛生費
12 億 9,313 万 4 千円

土木費
11 億 4,593 万 9 千円

総務費
11 億 9,321 万 3 千円

教育費
13 億 14 万 9 千円

農林水産業費
7億 1,893 万 3 千円

消防費
5億 6,056 万 2 千円

商工費
3億 6,782 万 1 千円

議会費
1億 758 万 7 千円

災害復旧費
4万円

予備費
807 万円

労働費
815 万 3 千円

は
、
２
２
３
億
９
４
１
４
万
１
千
円
と
な
り
、
前
年
度
の

２
３
５
億
８
６
０
３
万
５
千
円
に
比
べ
、
11
億
９
１
８
９

万
４
千
円
、
率
に
し
て
５
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
地
方
債
未
償
還
額

は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い
て

も
経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
18
年
度
決
算
を

◆一般会計　前年度予算額との比較　　　　　　　　　（単位：千円）

平　成
20 年度

平　成
19 年度 差し引き

予 算 額 11,597,000 11,872,000 275,000  
（▲ 2.3％）

特殊要因を
除く予算額 11,152,773 11,62,6,147 473,374 

（▲ 4.1％）

ピ
ー
ク
に
改
善
し
て
い
き
、
平
成
28
年
度
に
は
健
全
数
値

（
18
％
未
満
）
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る
国
の
地
方
再
生
対
策
な

ど
が
当
分
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
効
果
的
な
行

財
政
運
営
に
努
め
、
平
成
21
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
財

政
運
営
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
く
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

一 般 会 計
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一
般
会
計
の
予
算
額
は
１
１
５
億
９
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
の

１
１
８
億
７
２
０
０
万
円
に
比
べ
、
２
億
７
５
０
０
万
円
、
２
・
３
％
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
重
点
課
題
事
業
な
ど
の
特
殊
要
因
を
除

い
た
予
算
額
は
、
１
１
１
億
５
２
７
７
万
３
千
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

４
億
７
３
３
７
万
４
千
円
、
４
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

●
歳
入

　

町
税
な
ど
一
般
財
源
の
合
計
額

は
、84
億
４
４
１
３
万
７
千
円
（
前

年
度
比
１
・
３
％
減
）
で
す
。

①
町
税

　

20
億
８
７
８
万
７
千
円
（
前
年

度
比
０
・
２
％
減
）
で
、
減
収
の

要
因
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
延

長
措
置
に
よ
る
も
の
で
す
が
、「
減

収
補
て
ん
特
例
交
付
金
」
が
減
収

相
当
額
の
１
千
万
円
交
付
さ
れ
る

た
め
、
実
質
的
な
減
収
に
は
な
り

ま
せ
ん
。

②
普
通
地
方
交
付
税

　

53
億
２
４
０
０
万
円
（
前
年
度

比
０
・
６
％
増
）
で
、
19
年
度
決
算

見
込
額
52
億
１
２
５
１
万
９
千
円

に
比
べ
、
１
億
１
１
４
８
万
１
千

円
、
２
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

こ
の
要
因
は
、
従
来
分
で
約
７
千

万
円
減
少
（
人
口
、
面
積
を
算
定

基
礎
と
す
る
包
括
算
定
経
費
に
係

る
単
位
費
用
の
引
き
下
げ
に
よ

る
）
し
ま
す
が
、
新
た
に
「
地
方

再
生
対
策
費
」
と
し
て
約
１
億
８

千
万
円
が
増
と
な
り
ま
す
。

③
特
別
地
方
交
付
税

　

合
併
包
括
措
置
分
が
平
成
19
年

④
補
助
費
な
ど

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
１
４
０

件
（
総
額
約
４
億
９
５
０
０
万
円
、

う
ち
一
般
財
源
約
３
億
１
４
０
０

万
円
）
す
べ
て
を
見
直
し
、
廃
止

５
件
、
再
編
１
件
、
削
減
89
件
と

な
り
、
補
助
金
の
一
般
財
源
ベ
ー

ス
で
は
約
２
５
０
０
万
円
の
削

減
を
行
い
ま
し
た
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
費
給
付
費
負
担
金
、
全

但
バ
ス
運
行
協
力
助
成
金
、
森

林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
交

付
金
な
ど
の
町
の
負
担
が
増
え
、

17
億
５
６
４
万
５
千
円
（
前
年
度

比
12
・
６
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

⑤
普
通
建
設
事
業
費

　

11
億
８
２
１
４
万
４
千
円
（
前

年
度
比
３
・
０
％
減
）
で
、
充
当

し
た
一
般
財
源
は
、
１
億
３
０
９

１
万
４
千
円
（
前
年
度
比
６
・
１
％

減
）
で
す
。

⑥
公
債
費

　

公
債
費
は
28
億
８
３
５
２
万
５

千
円
（
前
年
度
比
０
・
７
％
減
）

で
す
が
、
元
金
償
還
費
は
24
億
６

９
２
４
万
2
千
円
（
前
年
度
比

０
・
９
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

⑦
積
立
金

　

減
債
基
金
積
立
金
な
ど
が
増

え
、
２
９
７
万
６
千
円
（
前
年
度

の
約
7
倍
）
と
な
り
ま
し
た
。

⑧
繰
出
金

　

下
水
道
会
計
繰
出
金
な
ど
の
減

に
よ
り
、
14
億
５
６
３
８
万
９
千

円
（
前
年
度
比
12
・
３
％
減
）
と

な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
１
１
５
億
９
７
０
０
万
円

度
で
終
了
す
る
た
め
、
５
億
７
千

万
円
（
前
年
度
比
14
・
２
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

④
国
県
支
出
金

　

村
岡
有
機
セ
ン
タ
ー
増
設
事
業

の
完
了
な
ど
に
よ
り
、
10
億
６
９

０
２
万
円
（
前
年
度
比
７
・
２
％

減
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
繰
入
金

　

６
０
０
１
万
４
千
円
（
前
年
度

９
・
０
％
増
）
で
、
内
訳
は
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
は
３
５
０
０
万

円
（
前
年
度
比
27
・
１
％
減
）、

温
泉
開
発
基
金
繰
入
金
８
７
０
万

円
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
繰
入
金

９
５
０
万
円
な
ど
で
す
。

⑦
地
方
債

　

11
億
３
０
３
０
万
円
（
前
年
度

比
２
・
５
％
増
）
で
、
特
殊
要
因

を
除
く
と
、
４
億
６
７
２
０
万

円
（
前
年
度
比
19
・
４
％
減
）
で

す
。（
特
殊
要
因
の
内
訳
は
、
普

通
建
設
事
業
２
億
５
９
８
０
万

円
、
補
償
金
な
し
繰
上
償
還
借
換

分
４
９
５
０
万
円
）。
今
後
の
財

政
運
営
お
よ
び
実
質
公
債
費
比
率

の
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
、
当
分

の
間
、
地
方
債
発
行
額
を
12
億
円

の
範
囲
内
に
抑
制
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
投
資
的
事
業
は
緊

急
性
の
高
い
事
業
に
絞
り
込
み
発

行
額
を
抑
え
て
い
ま
す
。

⑧
使
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
な
ど

　

残
土
処
分
使
用
料
約
２
１
０
０

万
円
（
事
業
終
了
に
よ
る
）、
温

泉
保
養
館
使
用
料
約
５
０
０
万
円

（
改
修
に
よ
る
休
業
）
が
そ
れ
ぞ
れ

減
に
な
り
ま
す
が
、
町
外
か
ら
の

持
ち
込
み
に
係
る
し
尿
処
理
手
数

料
約
４
千
万
円
増
え
、
前
年
度
比

約
１
千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
有
地
の
売
払
収
入

８
千
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
歳
出

①
人
件
費

　

退
職
者
14
人
を
不
補
充
と
す
る

こ
と
で
、
１
億
５
０
０
万
円
の
削
減

と
な
り
ま
す
が
、
ほ
か
の
増
加
要

因
な
ど
に
よ
り
、
一
般
財
源
ベ
ー

ス
で
は
約
２
１
０
０
万
円
の
減
で
、

19
億
８
３
０
２
万
６
千
円
（
前
年
度

比
２
・
２
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

②
物
件
費

　

14
億
４
９
８
１
万
７
千
円
（
前
年

度
比
４
・
７
％
減
）
で
、
一
般
財
源

ベ
ー
ス
で
は
、
電
算
シ
ス
テ
ム
開
発

業
務
委
託
料
な
ど
約
４
７
０
０
万
円

の
減
と
な
り
ま
す
。

③
扶
助
費

　

児
童
手
当
約
４
６
０
万
円
の
減

な
ど
に
よ
り
、
７
億
１
３
９
２
万

４
千
円
（
前
年
度
比
０
・
８
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

●
財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金

　

財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金
の

合
計
残
高
は
、
19
年
度
末
見
込
み

で
、
８
億
２
５
２
１
万
５
千
円
で

す
が
、
20
年
度
当
初
予
算
で
は
、

そ
の
う
ち
３
５
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
、
預
金
利
子
１
９
９
万
７
千

円
を
積
立
て
る
こ
と
に
よ
り
、

20
年
度
末
現
在
高
見
込
額
は

７
億
９
２
２
１
万
２
千
円
で
す
。

た
だ
し
、
19
年
度
決
算
剰
余
金

１
億
円
（
見
込
み
額
）
の
う
ち

５
千
万
円
を
基
金
と
し
て
積
み

立
て
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
20

年
度
末
現
在
高
の
見
込
額
を

８
億
４
２
２
１
万
２
千
円
と
し
、

実
質
的
な
取
り
崩
し
額
は
生
じ
な

い
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
地
方
債

①
一
般
会
計
に
お
け
る
19
年
度
末

現
在
高
は
２
１
９
億
７
１
４
０
万

円
で
、
20
年
度
の
発
行
額
を

11
億
３
０
３
０
万
円
と
し
、
元
金

償
還
額
は
24
億
６
９
２
４
万
２
千

円
で
す
の
で
、
20
年
度
末
現
在
高

は
、
19
年
度
末
現
在
高
に
比
べ
、

13
億
３
８
９
４
万
２
千
円
減
の

２
０
６
億
３
２
４
５
万
８
千
円
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

②
全
会
計
に
お
け
る
19
年
度
末
現

在
高
は
４
６
９
億
５
６
９
２
万
９

千
円
で
、
20
年
度
の
発
行
額
を

30
億
６
９
３
０
万
円
と
し
、
元
金

償
還
額
は
53
億
５
５
０
１
万
８
千

円
で
す
の
で
、
20
年
度
末
現
在
高



7 ※役場各課など主な施設の電話番号は、17 ページにあります。

は
、
19
年
度
末
現
在
高
に
比
べ

22
億
８
５
７
１
万
８
千
円
減
の

４
４
６
億
７
１
２
１
万
１
千
円
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
一
人
当
た
り
の

地
方
債
残
高
は
、
20
年
度
末
で
は

２
０
３
万
３
７
４
５
円
で
す
が
、

交
付
税
措
置
に
よ
る
補
て
ん
率
約

50
％
を
考
慮
す
る
と
、
１
０
１
万

６
８
７
２
円
と
な
り
ま
す
。

●
主
な
財
政
指
標

①
経
常
収
支
比
率

　

18
年
度
決
算
96
・
２
％
で
、
19

年
度
当
初
予
算
で
95
・
５
％
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
０
・
７
ポ
イ
ン
ト

改
善
し
、
20
年
度
当
初
で
は
94
・

５
％
で
、
さ
ら
に
１
・
０
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
た
予
算
内
容
で
す
。

②
実
質
公
債
費
比
率
（
別
表
参
照
）

　

19
年
度
29
・
４
％
、
20
年
度
で

29
・
１
％
に
な
る
と
算
出
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
、

ま
た
、
21
年
度
で
は
さ
ら
に
１
・
１

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
、
28
・
０
％
に

な
る
見
込
み
で
す
。

※
経
常
収
支
比
率

　

税
な
ど
の
一
般
財
源
を
、
人
件
費

や
公
債
費
な
ど
経
常
的
に
支
出
す
る

経
費
に
ど
れ
く
ら
い
充
当
し
て
い
る

か
を
み
る
こ
と
で
、
財
政
の
健
全
性

を
判
断
し
ま
す
。
こ
の
比
率
が
高
く

な
る
ほ
ど
、
公
共
施
設
の
整
備
な
ど

投
資
的
な
経
費
に
充
当
す
る
財
源
の

余
裕
が
少
な
く
な
り
、
財
政
運
営
が

硬
直
化
し
ま
す
。

※
実
質
公
債
費
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
実
質
的

１．平成２０年度香美町一般会計及び各特別会計当初予算の状況
（単位：千円,％）

平成２０年度 平成１９年度 比較増減 増減率

11,597,000 11,872,000 △ 275,000 △ 2.3

10,797,141 11,714,035 △ 916,894 △ 7.8

2,391,000 2,405,000 △ 14,000 △ 0.6

350,500 450,300 △ 99,800 △ 22.2

佐津診療施設勘定 21,200 57,700 △ 36,500 △ 63.3

兎塚・川会・原診療施設勘定 46,200 79,100 △ 32,900 △ 41.6

小代診療施設勘定 193,000 217,000 △ 24,000 △ 11.1

兎塚・川会歯科診療施設勘定 90,100 96,500 △ 6,400 △ 6.6

252,000 2,554,000 △ 2,302,000 △ 90.1

258,000 0 258,000 皆増

1,934,000 1,902,000 32,000 1.7

0 29,900 △ 29,900 皆減

672,300 415,600 256,700 61.8

1,953,400 1,999,700 △ 46,300 △ 2.3

3,400 4,300 △ 900 △ 20.9

7,600 25,467 △ 17,867 △ 70.2

2,260 3,800 △ 1,540 △ 40.5

46,600 93,400 △ 46,800 △ 50.1

29,700 33,200 △ 3,500 △ 10.5

19,900 20,310 △ 410 △ 2.0

2,476,948 1,389,143 1,087,805 78.3

収益的収支 1,309,715 1,234,281 75,434 6.1

資本的収支 1,167,233 154,862 1,012,371 653.7

399,533 387,915 11,618 3.0

収益的収支 220,945 240,741 △ 19,796 △ 8.2

資本的収支 178,588 147,174 31,414 21.3

22,394,141 23,586,035 △ 1,191,894 △ 5.1

後期高齢者医療保険事業特別会計

会　　　　計　　　　区　　　　分

一　　　　般　　　　会　　　　計

特　別　会　計・企　業　会　計

合　　　　　　　　　計

国民健康保険事業特別会計（事業勘定）

国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

老人保健事業特別会計

介護保険事業特別会計

介護保険事業特別会計（サービス事業勘定）

簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

財産区特別会計

香住海岸土地造成事業特別会計

町立地方卸売市場事業特別会計

公立香住病院事業企業会計

上水道事業企業会計

国民宿舎事業特別会計

矢田川憩いの村事業特別会計

宅地造成事業特別会計

平成 20 年度 各会計予算

◆実質公債費比率の推移（別表）　（％）

年　度 19 20 21 26 28

実　質
公債費
比　率

29.4 29.1 28.0 23.4 17.9

※財政再生基準　…35％
　早期健全化基準…25％
　健全数値　　　…18％未満

平成20年 3月 1日人口 21,935 人で計算）

特
別
会
計
（
企
業
会
計
）

　

12
特
別
会
計
の
予
算
額
は
、

79
億
２
０
６
６
万
円
（
前
年
度
比

20
・
3
％
減
）
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
主
な
要
因
は
、
町
が
行
っ

て
い
た
老
人
保
険
事
業
が
、
県
の

広
域
連
合
が
行
う
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、
香
住
病
院
企
業
会
計
が

「
保
証
金
な
し
繰
上
償
還
」
に
伴

う
借
り
換
え
を
行
う
た
め
、
２
企

業
会
計
の
予
算
額
は
、
28
億
７
６

４
８
万
1
千
円
（
前
年
度
比
61
・

9
％
増
）
と
な
り
ま
す
。

な
公
債
費
に
費
や
し
た
一
般
財
源
の

割
合
の
3
ヵ
年
の
平
均
値
を
い
い
ま

す
。
公
債
費
に
は
上
水
道
事
業
や
病

院
事
業
な
ど
の
公
営
企
業
が
支
出
す

る
元
利
償
還
金
へ
の
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
、
一
部
事
務
組
合
な
ど
が

支
出
す
る
元
利
償
還
金
に
対
す
る
負

担
金
な
ど
を
算
入
し
て
い
ま
す
。

一般会計を町民１人当たりに
換算すると・・・

町税額合計９１，５７９円
（前年度９０，６１５円）

◆町民税（個人の所得や会社、団体など
　の収益に対してかかる税金）　35,977 円
◆固定資産税（土地、家屋、償却資産に
　対してかかる税金）　　         48,097 円
◆軽自動車税（軽自動車やオートバイに
　対してかかる税金） 　         2,367 円
◆たばこ税（町内で販売されているたば
　こに対してかかる税金）　　     4,678 円
◆入湯税（温泉など入湯にかかる税金）　 
　                　　　     　 460 円

予算額合計５２８，６９８円
（前年度 534,293 円）

◆公債費（町の借金の返済にかかる費用）
                                　      131,458 円
◆民生費（老人福祉や児童福祉などの充実  
　にかかる費用） 　               91,629 円
◆衛生費（町民の健康管理やゴミの回収、
　清掃などにかかる費用）       58,953 円
◆土木費（道路や橋、町営住宅などの建設、
　維持管理にかかる費用）       52,242 円
◆総務費（庁舎の維持管理や全般的な管理
　事務にかかる費用）          54,398 円
◆教育費（学校教育、社会教育、文化、ス
　ポーツの振興にかかる費用） 59,273 円
◆農林水産業費（農林水産業の活性化に
　かかる費用）　　             32,776 円 
 ◆消防費（消防や災害対策にかかる費用）
                            　　    　  25,555 円
◆商工費（商工業、観光の活性化にかかる
    費用）   　　　　   　   16,769 円
◆議会費（町議会運営にかかる費用）  
                  　                        4,905 円
◆そのほか        　           741 円



　

岩
槻
氏
は
、
昭
和
32
年
9
月
に

美
方
町
役
場
に
就
職
。
36
年
4
月

に
村
岡
町
役
場
に
移
ら
れ
収
入

役
、
助
役
な
ど
を
経
て
、
平
成
6

年
7
月
に
村
岡
町
長
に
就
任
。
合

併
後
は
初
の
助
役
（
後
に
「
副
町

長
」
に
改
称
）
を
務
め
ら
れ
、
約

51
年
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
、
ま

ち
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

岩
槻
健
副
町
長
（
75
歳
、
村
岡

区
福
岡
）
が
3
月
末
日
を
も
っ
て

勇
退
、
4
月
1
日
付
で
新
副
町
長

と
し
て
亀
村
庄
二
氏
（
62
歳
、
香

住
区
下
岡
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

8
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組
織
体
制
の
変
更
は
、昨
年
「
大

係
制
」
の
導
入
な
ど
大
幅
な
見
直

し
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
20

年
度
は
最
小
限
度
に
と
ど
め
、
8

部
24
課
49
係
か
ら
8
部
23
課
48
係

に
変
更
。
適
切
な
人
員
配
置
と
、

効
率
的
で
統
括
力
の
強
力
な
組
織

化
を
図
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
下
水
道
の
施
設
整
備
が

お
お
む
ね
終
了
し
、
今
後
は
施
設

の
管
理
運
営
業
務
が
中
心
と
な
る

こ
と
か
ら
、
従
前
の
「
水
道
課
」

と
「
下
水
道
課
」
を
統
合
し
て
、「
上

下
水
道
課
」
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
下
水
道
課
は
、
旧
水

道
課
の
事
務
所
（
香
住
区
森
）
に

設
置
し
ま
た
。

※
建
設
部
上
下
水
道
課

 

〒
６
６
９
‐
６
５
４
５

 

香
住
区
森
４
８
４
番
地

　

℡
０
７
９
６
・
36
・
０
４
２
０

Fax 

０
７
９
６
・
36
・
０
２
９
７

4
月
1
日
付 

職
員
の
人
事
異
動
な
ど

　

今
回
の
異
動
者
数
は
94
人
、
退

職
者
は
14
人
（
3
月
31
日
付
）
で
、

公
立
香
住
病
院
の
医
療
職
を
除
い

た
一
般
行
政
な
ど
の
関
係
職
員
数

は
、
昨
年
当
初
に
比
べ
14
人
減
り

（
合
併
前
と
比
べ
49
人
減
）、
4
月

1
日
現
在
で
２
８
６
人
と
な
り
ま

し
た
。

　

課
長
級
以
上
の
異
動
者
、
退
職

者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
公
立
香
住
病
院
に
お
い

て
、
5
人
（
医
師
1
人
、
管
理
栄

養
士
1
人
、
介
護
職
員
3
人
）
の

新
規
採
用
を
行
い
ま
し
た
。

①
4
月
1
日
付
異
動
（
課
長
級
以
上
）

●
部
長
級

総
務
部
長
兼
総
務
課
長
（
総
務
部

長
）
谷
岡
喜
代
司
▽
建
設
部
長
兼

建
設
課
長
（
建
設
部
次
長
兼
建
設

課
長
）
見
塚
修

●
次
長
級

教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
兼
教
育
総

務
課
長
（
企
画
課
長
）
中
島
俊
行

●
課
長
級

企
画
課
長
（
総
務
課
長
）
杉
谷
信

義
▽
健
康
課
長
（
会
計
管
理
者
兼

会
計
課
長
）
藤
村
吉
孝
▽
上
下
水

道
課
長
（
水
道
課
長
）
浜
名
博
▽

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
（
健
康

課
長
）
原
山
光
代
▽
小
代
地
域
局

健
康
福
祉
課
長
（
観
光
商
工
課
副

課
長
兼
商
工
労
政
係
長
）
太
田
康

清
▽
社
会
教
育
課
長
（
小
代
地
域

局
健
康
福
祉
課
長
）
西
村
吉
弘
▽

香
住
分
室
長
（
町
民
課
副
課
長
兼

人
権
推
進
室
長
）
島
田
斉

ひ
と
し

▽
総
務

課
付
課
長
・
美
方
郡
広
域
事
務
組

合
派
遣
（
社
会
教
育
課
長
）
黒
田

祐す

け

ひ

ろ弘
②
3
月
31
日
付
退
職

田
渕
和
正
（
建
設
部
長
兼
下
水
道

課
長
）
▽
山
田
啓け

い

じ治
（
教
育
委
員

会
事
務
局
次
長
兼
教
育
総
務
課

長
）
▽
田
野
桃
代
（
小
代
地
域
局

健
康
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
町
民
係

長
）
▽
鈴
木
照
美
（
総
務
課
用
務

員
）
▽
義
本
利
道
（
環
境
セ
ン
タ
ー

（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
））
▽
森

異
動
内
容
な
ど

（
カ
ッ
コ
内
旧
職
、
順
不
同
）

組
織

　

地
域
団
体
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
住
民

の
皆
さ
ん
や
地
域
団
体
が
連
携
を
図
り
な
が
ら
主
体
的
に
取
り
組

む
活
動
に
対
し
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
団
体　

但
馬
地
域
を
活
動
基
盤
と
し
て
い
る
地
域
団
体

●
助
成
金
額　

①
地
域
活
動
枠
事
業　

1
件
当
た
り
10
〜
50
万
円

　
　
　
　
　
　

②
広
域
活
動
枠
事
業　

1
件
当
た
り
10
〜
100
万
円

●
募
集･

受
付
期
間　

４
月
21
日
（
月
）
〜
5
月
23
日
（
金
）

●
説
明
会　

5
月
8
日
（
木
）
予
定

●
問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

　

こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い
但
馬
推
進
会
議
事
務
局
（
但
馬
県
民
局

　

県
民
運
動
課
内
）　
　
　
　
　
　

℡

０
７
９
６
・
26
・
３
６
４
７

但
馬
地
域
づ
く
り
活
動
応
援
助
成
事
業
の

対
象
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す

千ち

ず

え

鶴
惠
（
香
住
小
学
校
用
務
員
）

▽
文ぶ

ん

ど

う堂
菊
治
（
公
立
香
住
総
合
病

院
理
学
診
療
科
）
▽
稲
垣
昇
（
香

住
分
室
長
）
▽
片
山
正
己
（
教
育

総
務
課
副
課
長
兼
総
務
係
長
）
▽

津
山
惠
子
（
健
康
課
課
長
補
佐
兼

健
康
増
進
係
長
）
▽
井
上
照
代
（
小

代
地
域
局
健
康
福
祉
課
課
長
補
佐

兼
健
康
福
祉
係
長
）
▽
中
島
紘

ひ
ろ
し（

佐

津
診
療
所
長
）
▽
小
倉
秀
章
（
公

立
香
住
総
合
病
院
医
師
）
▽
山
本

寿す

み美
（
同
看
護
師
）

③
4
月
1
日
付
採
用

公
立
香
住
病
院
泌
尿
器
科
医
長 

本
田
正
史
▽
同
管
理
栄
養
士 

寺

川
明
日
香
▽
同
介
護
職
員 

山
本

優ま

さ

し司
▽
同
介
護
職
員 

小
椋
淳
美

▽
同
介
護
職
員 

田
中
千
恵

岩
槻
副
町
長
勇
退

新
副
町
長
に
亀
村
氏
就
任

　

亀
村
庄
二
氏
は
、
旧
香
住
町
の

参
事
や
公
立
香
住
総
合
病
院
事
務

前副町長
岩槻 健 氏

新副町長
亀村  庄二 氏

局
長
を
歴
任
。
定
年
退
職
後
、
平

成
18
年
4
月
か
ら
香
美
町
理
事

（
病
院
経
営
改
善
担
当
）
な
ど
を

務
め
ら
れ
、
公
立
香
住
総
合
病
院

の
経
営
改
善
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
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５
月
１
日
か
ら
、
戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
窓
口
で
の
「
本
人
確
認
」
が
必
要
に
な
り
ま
す

〜 

ご
本
人
を
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い 

〜

　

戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
５

月
１
日
か
ら
は
、
戸
籍
や
住

民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明
書

の
交
付
の
際
に
も
、
本
人
確

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

戸
籍
は
、
出
生
や
結
婚
、

親
子
関
係
な
ど
が
記
載
さ
れ

る
大
切
な
も
の
で
す
。
ま
た
、

住
民
票
は
、
氏
名
や
生
年
月

日
な
ど
の
ほ
か
に
住
所
な
ど

の
個
人
情
報
が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
を
請
求
で
き
る
人
を
限
定

し
、
本
人
確
認
を
行
う
こ
と

で
、〝
な
り
す
ま
し
〞
な
ど

の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

役
場
本
庁
町
民
課
や
各
地

域
局
健
康
福
祉
課
の
窓
口
で

の
本
人
確
認
は
、
証
明
書
の

不
当
な
請
求
や
虚
偽
の
届
出

を
防
止
し
、
大
切
な
個
人
情

報
を
保
護
す
る
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。
窓
口
に
お
越
し

の
際
に
は
、
ご
本
人
で
あ
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
町
民
課

　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課

※委任状について
　請求者本人ではなく、代理人（請求者本人に代わり、申請書を記入し請求する人）や使いの人（請
求者本人が作成した申請書を持参し、請求する人）が来庁の場合、請求者本人からの委任状（代
理権限を確認できる書面）が必要です。委任状は、任意の書面で構いませんが、委任する請求
者本人が、委任する事項を具体的に記入し、押印してください。

住
民
異
動
の

届
出

戸
籍
の
届
出

（
養
子
縁
組
、
協
議
離
縁
、
婚     

 

姻
、
協
議
離
婚
、
認
知
届
）

① 本人・同一世帯の人

② 同一世帯以外の人

原則として委任状が必要です。

窓口に来られた人がご本人であ
ると確認できなかった場合、届
出が受理されたことをご本人に
通知します。

戸
籍
の
証
明
書
の
請
求

直系の親族以外は委任状が必要です。

① 戸籍に記載されている人、
　その配偶者、直系の親族

② 代理人や使いの人交　

付

本
人
確
認 

…

窓
口
に
来
ら
れ
た
人
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
書
類
で
、

ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真
付
き
の
免
許
証
、
許
可

　

証
ま
た
は
資
格
証
明
書

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
顔
写
真
付
）、運
転
免
許
証
、

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）、船
員
手
帳
、身
体
障
害
者
手
帳
、

外
国
人
登
録
証
明
書
、
各
種
資
格
免
許
証
（
写
真
付
き
）

な
ど

②
2
つ
以
上
の
提
示
が
必
要
な
場
合

　

顔
写
真
の
な
い
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、
介

護
保
険
被
保
険
者
証
、
各
種
医
療
受
給
者
証
、
年
金
証
書
、
年

金
手
帳
、
法
人
な
ど
が
発
行
す
る
社
員
証
、
学
生
証
な
ど

　

※
な
お
、
本
人
確
認
で
き
る
書
類
が
な
い
場
合
な
ど
は
、
窓

　
　

口
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。受　

理

住
民
票
の
写
し
な
ど

の
請
求

本人

① 本人・同一世帯の人

（
請
求
理
由
な
ど
に
よ
っ
て
は
交

付
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

直系の親族とは、父、母、祖父、
祖母、子、孫、ひ孫など

正当な請求事由、場合によっては
確認資料が必要です。

③ ①②以外で自己の権利行
　使や義務履行に必要な人、
　国・地方公共団体

▼

正当な請求事由、確認資料が必要
です。

原則として、委任状が必要です。

② 代理人や使いの人

③ ①②以外で自己の権利行
　使や義務履行に必要な人、
　国・地方公共団体
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高
齢
者
な
ど
の
生
活
を
支
援
す
る
福
祉
事
業
の
ご
紹
介

事　

業　

名

対　
　

象　
　

者

内   　
　
　

容

利   

用   

料　

な　

ど

配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
世
帯

ま
た
は
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
調
理
が
困
難
な

人

　

自
宅
へ
の
お
弁
当
の
配
達
と
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。
配
食
日

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、、
年
末
年
始
な
ど
は
除
き
ま
す
。

・
香
住
区
…
月
〜
土
曜
日
の
夕
食

・
村
岡
区
…
日
〜
金
曜
日
の
夕
食

・
小
代
区
…
日
〜
金
曜
日
の
夕
食

・
主
食
と
副
食 

…
６
０
０
円

・
副
食
の
み 　

…
５
０
０
円

　

※
住
民
税
所
得
割
課
税
世
帯
の
人
に
つ
い
て

　
　

は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
か
ら
１
食
あ
た

　
　

り
１
０
０
円
の
値
上
げ
と
な
り
ま
す
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
下
肢
の

不
自
由
な
身
体
障
害
者
ま
た
は
一
般
の
交
通
機

関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

　

車
い
す
ま
た
は
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
型
の
車
で
、
高
齢
者
な

ど
の
自
宅
と
医
療
機
関
な
ど
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。

　

基
本
料
金
３
０
０
円
に
、
走
行
距
離
１
㎞
当

た
り
30
円
を
加
算
し
た
額

軽
度
生
活
援
助
事
業

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
高
齢
者
夫
婦
世

帯
な
ど
で
、
要
介
護
認
定
で
「
自
立
」
と
判
定

さ
れ
た
要
援
護
高
齢
者
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
） 　

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
を
派
遣
し
、
身
体
介
護
以
外
の
日
常
生
活
上
の

援
助
を
行
い
ま
す
。

１
時
間
あ
た
り
２
０
８
円

生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

事
業

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
日
常
生

活
が
自
立
し
て
い
る
人

　

健
康
増
進
・
介
護
予
防
の
た
め
の
趣
味
活
動
・
介
護
予
防
事
業

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

実
施
場
所
は
、
香
住
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
館
、
小
代
高
齢
者

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
い
こ
い
の
里
」
な
ど
で
す
。

1
回
あ
た
り
の
参
加
費

・
香
住
区
…
６
０
０
円

・
村
岡
区
…
９
０
０
円
（
た
だ
し
、
実
施
場
所

　

が
ハ
チ
北
温
泉
の
場
合
は
、
１
２
０
０
円
）

・
小
代
区
…
９
０
０
円

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
 

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢

者
夫
婦
世
帯
、
身
体
障
害
者
な
ど
で
緊
急
時
に

対
応
が
困
難
な
人

　

自
宅
に
消
防
署
直
通
の
緊
急
通
報
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

人
生
80
年
い
き
い
き
住
宅

助
成
事
業

　

介
護
保
険
認
定
で
「
要
支
援
」、「
要
介
護
」

と
認
定
さ
れ
た
人
、
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

な
ど

　

住
ま
い
の
改
良
相
談
員
が
、
緊
急
性
な
ど
を
判
断
し
認
め
る
範

囲
内
で
、
既
存
住
宅
の
改
造
工
事
に
要
す
る
経
費
の
一
部
に
つ
い

て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
限
度
額
は
45
万
円
で
、
介
護
保
険
の
住
宅
改
修
費
な

ど
の
20
万
円
分
を
含
み
ま
す
。

所
得
に
よ
り
利
用
者
負
担
あ
り

介
護
用
品
支
給
事
業

　

介
護
保
険
認
定
で
「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

　

年
額
10
万
円
以
内
の
介
護
用
品
（
紙
お
む
つ
な
ど
）
を
支
給
し

ま
す
。

　

支
給
限
度
額
は
、
申
請
月
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

在
宅
老
人
介
護
手
当
支
給

事
業

　

介
護
保
険
認
定
で
「
要
介
護
４
ま
た
は
５
」

と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
未
利
用
月
の
み
、
所

得
制
限
あ
り
）

　

年
額
18
万
円
の
介
護
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
未
利
用
期
間
が
１
年
未
満
の
場

合
は
、
月
額
１
万
５
千
円
を
支
給
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
福
祉
部
福
祉
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課

町
は
、
高
齢
者
な
ど
が
安
心
し
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
事
業
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
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予
防
接
種
の
受
け
方
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で
の
５
年
間
の
期
限
付
き
で
、

中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
人
（
第

３
期
）、
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

の
人
（
第
４
期
）
を
対
象
に
、
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
予
防
接
種
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
19
年
春
に
関
東
を

中
心
と
し
た
10
歳
代
・
20
歳
代
の
麻
し
ん

が
流
行
し
た
こ
と
を
受
け
て
行
わ
れ
る
も

の
で
、
今
後
５
年
間
で
中
学
１
年
生
と
高

校
３
年
生
に
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を
１

回
行
い
、
麻
し
ん
に
対
す
る
免
疫
を
高
め

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
年
代
は
、
風
し
ん
の

免
疫
が
低
い
人
が
多
い
の
で
、
麻
し
ん
と

併
せ
て
風
し
ん
も
予
防
接
種
を
行
い
、
免

疫
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
年
度
対
象
と
な
る
人
に
は
、

日
程
な
ど
を
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
平
成
20
年
度
の
追
加
接
種
の
対
象
者

・
３
期
（
中
学
１
年
生
）　

　

平
成
７
年
４
月
２
日

　
　
　

〜
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

・
４
期
（
高
校
３
年
生
）

　

平
成
２
年
４
月
２
日

　
　
　

〜
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ

●
接
種
す
る
ワ
ク
チ
ン

・
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　

※
麻
し
ん
、
ま
た
は
風
し
ん
の
ど
ち
ら

　
　

か
一
方
に
か
か
っ
て
い
て
も
、
混
合

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
で
す
。

　

※
麻
し
ん
、
ま
た
は
風
し
ん
の
単
抗
原

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場

　
　

合
は
、
役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
、

　
　

各
地
域
局
健
康
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

　
　

く
だ
さ
い
。

●
実
施
日
程

（
詳
細
は
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

香
住
区
…
夏
休
み
に
集
団
で
実
施

　

村
岡
区
…
公
立
村
岡
病
院
で
実
施

　

小
代
区
…
小
代
診
療
所
で
夏
休
み

　
　
　
　
　

に
実
施

　

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
咳
・

破は

し

ょ

う

ふ

う

傷
風
）、
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
場
合
、
す
で
に
か
か
っ
て
い
る
疾
病
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

（
例
）　

す
で
に
麻
し
ん
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
ま
す
。

　

小
学
６
年
生
を
対
象
と
し
た
二
種
混
合
予
防
接
種
は
、
毎
年
10
〜
11
月
に

予
防
接
種
名

改
正
後

改
正
前

ポ
リ
オ

　

1
〜
2
回
目

41
日
以
上
あ
け
て

6
週
間
以
上
あ
け
て

三
種
混
合
1
期

　

初
回
1
〜
3
回
目

20
〜
56
日
ま
で
の
間
隔

3
〜
8
週
の
間
隔

※
発
熱
な
ど
の
医
学
的
要
因
で
決
め
ら
れ
た
接
種
間
隔
を
超
え
た
場
合
、
接
種

　

可
能
な
状
態
に
な
っ
て
か
ら
速
や
か
に
接
種
す
れ
ば
、
定
期
の
予
防
接
種
と

　

し
て
み
な
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
各
小
学
校
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
夏
休
み
に
各
区
ご
と
に

１
ヵ
所
の
会
場
で
行
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
保
護
者
の
付

き
添
い
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

夏
休
み
前
に
な
り
ま
し
た
ら
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

麻
し
ん
・
風
し
ん

　

〜 

中
学
1
年
生
、
高
校
3
年
生
を
対
象
に
予
防
接
種
を
行
い
ま
す 

〜

混
合
ワ
ク
チ
ン

　

〜 

既
罹り

か

ん患
者
へ
の
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た 

〜

ポ
リ
オ
、
三
種
混
合

　

〜 

接
種
間
隔
が
週
単
位
か
ら
日
単
位
に
見
直
さ
れ
ま
し
た 

〜

二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）

　

〜 

接
種
会
場
を
変
更
し
ま
す 

〜

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
健
康
福
祉
部
健
康
課
、
各
地
域
局
健
康
福
祉
課
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
中
！

 
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
事
故
の
な
い
ま
ち
に

　

次
の
事
項
を
守
っ
て
香
美
町
か
ら
交
通

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
を
徹
底

・
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
の
推
進

・
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

　

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

・
75
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
が
自
動
車
を

香美町交通事故類型

人身事故の主な原因（車両）

徐行
約6%

その他
約7%

通行区分
約7%

交差点
安全進行

義務
約4%

歩行者
妨害等
約3%

優先通行
妨害等
約1%

一時
不停止
約9%

速度超過
約9%

横断等
禁止

約13%

安全運転
義務違反
約41%

平成１９年
人身事故件数

６９件

●
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施
中
！

〈
４
月
15
日
（
火
）
ま
で
〉　

●
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

〈
６
月
19
日
ま
で
に
施
行
〉　

●
昨
年
の
香
美
町
の
交
通
事
故
の
特
徴

　

平
成
19
年
に
町
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
（
人
身
事
故
）
は
69
件
。
ほ
と
ん
ど
の

事
故
が
日
中
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
類
型
で
は
、
車
両
相
互
（
車
両
と

車
両
）
に
よ
る
も
の
が
60
％
近
く
を
占
め
、

人
身
事
故
に
よ
る
年
齢
別
の
死
傷
者
数
は

25
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が
半
数
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

①
昼
間
の
運
転
に
注
意
！

　

人
身
事
故
の
発
生
時
間
帯
と
し
て
は
、

出
か
け
る
人
が
多
い
昼
間
に
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
買
い
物
や
仕
事
な
ど
で
昼
間

車
を
運
転
す
る
時
は
相
手
を
思
い
や
る
心

で
安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
に
注
意
！

 

65
歳
以
上
の
人
の
交
通
事
故
に
よ
る

死
傷
者
は
27
人
と
約
30
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
出
か
け
る
時
は
、
十
分
注
意
し
、
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯
や
夜
光
反
射
材
の
活
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

2

0
1

7

9

11

14

12

8

4

1
0

0

2

4

6

8

10

12

14

16

０
時
～

２
時
～

４
時
～

６
時
～

８
時
～

１
０
時
～

１
２
時
～

１
４
時
～

１
６
時
～

１
８
時
～

２
０
時
～

２
２
時
～

③
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

人
身
事
故
の
主
な
原
因
と
し
て
、
安
全

運
転
義
務
違
反
が
約
４
割
と
多
く
、
次
い

で
横
断
等
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

運
転
す
る
と
き
は
、
高
齢
運
転
者
標
識

　

（
も
み
じ
マ
ー
ク
）
の
表
示
が
義
務
化

　

さ
れ
ま
す
。

・
普
通
自
転
車
の
「
歩
道
通
行
可
能
要
件
」

　

が
明
確
化
さ
れ
、
次
の
場
合
は
、
普
通

　

自
転
車
で
歩
道
が
通
行
で
き
ま
す
。

　

①
道
路
標
識
な
ど
で
指
定
さ
れ
た
場
合

　

②
普
通
自
転
車
の
運
転
者
が
、児
童
（
６

　
　

歳
以
上
13
歳
未
満
）
や
幼
児
（
６
歳

　
　

未
満
）
の
場
合

　

③
車
道
ま
た
は
交
通
の
状
況
か
ら
み
て

　
　

や
む
を
得
な
い
場
合

　
　

※
普
通
自
転
車

　
　
　

…
側
車
を
つ
け
て
い
な
い
自
転
車
や
運

　
　
　
　

転
者
以
外
の
乗
車
装
置
（
幼
児
用
座

　
　
　
　

席
を
除
く
）
が
な
い
な
ど
の
自
転
車

・
児
童
や
幼
児
を
自
転
車
に
乗
車
さ
せ
る

　

と
き
は
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ

　

ら
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
内
で
発
生
す
る
事
故
の
特
徴
を
把

握
し
、
み
ん
な
で
交
通
事
故
の
な
い
安

全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

人身事故の時間別発生状況

人身事故による死者・負傷者数（年齢別）

6歳～15歳
3人

6歳未満
3人

16歳～24歳
4人

75歳以上
10人

65歳～74歳
17人

25歳～64歳
54人

平成１９年
死傷者数
９１件

（件）

車両
相互

約58%車両
単独

約22%

自転車
対車両
約13%

人対
車両
約7%

平成１９年
人身事故件数

６９件
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香
住
漁
港
海
岸
で
は
、
但
馬
水
産
事
務
所
に

よ
っ
て
海
浜
緑
地
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
整
備
は
、『
海
』
を
最
大
限
に
活
用

し
、
町
民
相
互
の
ふ
れ
あ
い
、
都
市
と
漁
村
の

交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
香
住
海

岸
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

 

「
し
お
か
ぜ
香
苑
」
と
し
て
、
す
で
に
町
民

の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
に
、
人
工
リ
ー
フ
、
緑
地
護
岸
、
多

目
的
広
場
、
植
栽
な
ど
の
整
備
が
終
わ
り
、
現

在
、
西
端
付
近
に
休
憩
施
設
の
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
は
、
休
憩
所
の
機
能

に
加
え
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
で
き
る
舞
台

空
間
と
し
て
、
多
目
的
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

色
は
、
周
囲
の
景
観
に
調
和
し
や
す
い
白
を

基
調
と
し
、
白
い
鳥
の
飛
ぶ
姿
、
船
の
帆
な
ど

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
被
膜
構
造
が
採
用
さ
れ
て

お
り
、
位
置
が
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
計
画
全
体
の

中
央
部
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
部
に
あ
た
る
こ
と
か
ら

も
、
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
施
設
の
前
に
、
す
り
鉢
状
の
観

客
席
を
設
け
、
そ
の
周
囲
に
香
住
小
学
校
の

「
灯と

う

ろ

う籠
の
松
」
の
苗
木
が
移
植
さ
れ
ま
す
。　

　

７
月
の
「
第
31
回
香
住
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」

に
は
、
こ
の
施
設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
工
事

を
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

 

香
住
漁
港
海
岸
（
し
お
か
ぜ
香
苑
）
の
整
備
に
つ
い
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
部
企
画
課

▼完成間近のシンボルテント

▲整備イメージ図

　

町
で
は
、
企
業
立
地
促
進
条
例
と
若
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
若
者
の

雇
用
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
企
業
立
地
促
進
条
例
は
、
一
定
要
件
を
満
た
す
新
・
増
設
の

企
業
を
対
象
と
し
、
工
場
な
ど
の
設
置
や
若
者
の
新
規
雇
用
を
奨
励
す
る
も
の
で
、
若
者

雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱
は
、
企
業
立
地
促
進
条
例
の
対
象
外
の
新
・
増
設
の
企
業
や

す
で
に
操
業
し
て
い
る
事
業
所
で
の
若
者
の
雇
用
を
奨
励
す
る
も
の
で
す
。

●
雇
用
の
奨
励
に
係
る
条
例
と
要
綱

企
業
立
地
促
進
条
例

若
者
雇
用
促
進
奨
励
金
交
付
要
綱

交
付
対
象
時
期

工
場
な
ど
の
新
増
設
の
と
き
か
ら

５
年
間

対
象
者
が
あ
れ
ば
毎
年
で
も
可

業
種

農
林
業
、
漁
業
、
製
造
業
、
情
報

通
信
業
、
運
輸
業
、
卸
売
業
、
飲

食
業
、
宿
泊
業
、
サ
ー
ビ
ス
業

業
種
の
指
定
は
無
し

除
外
企
業

・
風
俗
営
業
お
よ
び
性
風
俗
関
連

　

特
殊
営
業
の
企
業　
　
　

・
風
俗
営
業
お
よ
び
性
風
俗
関
連
特
殊

　

営
業
の
事
業
所

・
町
か
ら
運
営
費
な
ど
の
補
助
を
受
け

　

て
い
る
事
業
所　
　

交
付
対
象
と
な
る
雇

用
条
件

町
内
に
住
所
を
有
す
る
35
歳
未
満

の
人
を
新
規
に
雇
用　
　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
35
歳
未
満
の
人

を
新
規
に
雇
用　
　

従
業
員
の
身
分

常
時
雇
用
さ
れ
る
人

常
時
雇
用
さ
れ
る
人

交
付
対
象
人
数

初
年
度
は
３
人
以
上

１
人
か
ら

交
付
額

1
人
あ
た
り
15
万
円

1
人
あ
た
り
10
万
円

交
付
限
度
額

６
０
０
万
円

無
し

交
付
対
象
に
な
る
雇

用
年
数

１
年
以
上

３
年
以
上

奨
励
金
の
請
求

雇
用
し
た
日
か
ら
１
年
後

雇
用
し
た
日
か
ら
１
年
後

交
付
対
象
と
な
る
被

雇
用
者
の
雇
用
年
数

経
過
後
の
報
告
義
務

必
要
無
し

雇
用
し
た
日
か
ら
３
年
後
に
報
告
必
要

●
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
部
観
光
商
工
課
、
各
地
域
局
地
域
振
興
課

 

雇
用
の
拡
大
と
産
業
の
振
興

 

若
者
（
35
歳
未
満
）
の
新
規
雇
用
を
奨
励
し
て
い
ま
す
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コウノトリ但馬空港をご利用ください
　町では、コウノトリ但馬空港⇔大阪伊丹空港間の利用者に運賃助成を行っています。4月 1
日からは助成金を増額し、さらにご利用いただきやすくなりました。
　また、ご利用後に助成の手続きをしていただいていましたが、助成金額を割り引いた額で航
空券を購入していただけるようになり、大変便利になりました。
　速くて楽々！コウノトリ但馬空港をぜひご利用ください。
●助成対象者
　①町内に住所のある人
　②町内に所在する事務所、事業所などに勤務している人（勤務先の証明が必要）
　③香美町出身の学生
●コウノトリ但馬空港～大阪伊丹空港間の運賃・利用助成金額〔主なもの〕（片道）

 区　分 種別
①運賃

（航空保険特別料金 300 円を含む）
②但馬空港推進
協議会助成金

③香美町助成金
本人負担額

（＝①－②－③）

大 人 普 通 OW 12,400 円 2,500 円 4,000 円 5,900円

小 児 普 通 CH 6,200 円 ― 3,000 円 3,200円

先 得 割 引 SX 6,900 円 ― 2,500 円 4,400円

特便割引１ FT 7,900 円 ― 3,000 円 4,900円

シルバー割引 WS 9,300 円 ― 3,500 円 5,800円

●助成手続き
　【搭乗前】
　　事前助成取扱店【㈱スカイウェイ（℡0796・29・0203）、ＪＡたじま旅行センター（℡0796・24
  ・8200）】で手続きを行うと、事前に助成金額を割り引いた額で航空券を購入できます。
　

　【搭乗後】
　　但馬空港ご利用後に、搭乗券の半券、印鑑、振込先のわかるものをご持参いただき、役場総務部
　企画課または各地域局地域振興課で手続きを行ってください。
●問い合わせ先　
　役場総務部企画課、各地域局地域振興課

早く
て

楽々
！

※事前助成による購入方法
　①助成取扱店の店頭または電話などで搭乗日の席の空き状況を確認する。
　②席が空いていれば、「コウノトリ但馬空港利用促進助成金【事前】交付申請書」に必要事項を記入し、
　　助成取扱店で申請してください。なお、交付申請書は、事前助成取扱店、役場総務部企画課、各地
　　域局地域振興課にあります。また、町のホームページでダウンロードできます。
　③航空券購入時に運転免許証などの身分を証明するものの提示が必要です。
　④申請内容が適正であれば、助成取扱店で助成金額を差し引いた額で航空券を購入できます。

　

3
月
16
日
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
、「
ひ

な
げ
し
の
花
」
で
歌
手
と
し
て
日
本
デ
ビ
ュ
ー

し
た
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
氏
を
講
師
に
迎
え
、

文
化
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
（
香
住
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
・
香
美
町
共
催
）。

　

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
大
使
と
し
て
世
界
を
舞

台
に
幅
広
く
活
動
す
る
ア
グ
ネ
ス
氏
は
、
内
戦

と
干
ば
つ
に
苦
し
む
エ
チ
オ
ピ
ア
の
人
々
の
実

態
や
、
報
道
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
イ
ラ
ク

の
悲
惨
な
実
情
に
つ
い
て
、
自
身
が
訪
問
し
、

体
験
し
た
生
の
話
を
語
り
ま
し
た
。

　

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
戦
争
跡
地
に
も
か
か

わ
ら
ず
懸
命
に
生
き
抜
こ
う
と
す
る
子
ど
も
た

ち
、
十
分
な
薬
品
な
ど
が
な
く
麻
酔
な
し
に
子

ど
も
た
ち
を
手
術
を
す
る
医
療
現
場
、
子
ど
も

の
人
身
売
買
の
実
態
な
ど
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

子
ど
も
た
ち
が
一
番
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
告
げ
、「
１
人
の
子
ど
も
も
死
な
せ
た
く
な

い
」
と
強
く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

　

心
温
ま
る
話
に
、
観
客
席
か
ら
は
感
動
し
て

涙
を
流
す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
途
中
、
歌
声

も
披
露
さ
れ
、
感
動
の
渦
に
包
ま
れ
た
会
場
に

は
、
大
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

 

ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
氏 

文
化
講
演
会  

 

『
み
ん
な
地
球
に
生
き
る
人
』

▲歌手、エッセイスト、大学教
　授、日本ユニセフ協会大使な
　ど、世界を舞台に幅広く活躍
　するアグネス・チャン氏
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小
代
区
の
6
集
落
（
広
井
、
水
間
、
大
谷
、
城
山
、

神
水
、石
寺
）
で
組
織
す
る
小
代
テ
レ
ビ
協
会
（
会

長 

中
安
正
之
氏
）
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
地

デ
ジ
）
へ
の
移
行
に
伴
い
、
全
国
で
初
め
て
無
線

を
使
っ
た
方
法
（
受
信
基
地
と
3
ヵ
所
の
送
信
ア

ン
テ
ナ
を
設
置
）
で
、
テ
レ
ビ
共
聴
施
設
を
整
備

し
ま
し
た
。
4
月
1
日
、
総
務
省
近
畿
総
合
通
信

局
か
ら
同
協
会
に
無
線
局
免
許
が
交
付
さ
れ
、
地

デ
ジ
の
電
波
の
送
信
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
世
帯
が
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
電

波
を
受
信
し
、
地
デ
ジ
対
応
の
テ
レ
ビ
に
買
い
替

え
る
か
、
既
存
の
テ
レ
ビ
に
専
用
の
チ
ュ
ー
ナ
ー

を
買
い
足
す
こ
と
に
よ
り
、
地
デ
ジ
を
視
聴
で
き

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
区
域
で
は
携
帯
電
話
な
ど
で

ワ
ン
セ
グ
放
送
も
受
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
施
設
は
国
の
補
助
事
業
（
無
線
シ

ス
テ
ム
普
及
支
援
事
業
）
を
利
用
し
て
整
備
し
た

も
の
で
、
事
業
費
は
1
千
５
０
３
万
６
千
円
、
う

ち
５
９
２
万
２
千
円
が
国
か
ら
補
助
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
小
代
テ
レ
ビ
協
会
が
、
全
国
で
初
め
て  

 

無
線
共
聴
施
設
で
地
デ
ジ
を
視
聴
開
始

　

2
月
3
日
、
ハ
チ
高
原
か
ら
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
来
て

い
た
4
人
が
コ
ー
ス
を
外
れ
、
深
夜
に
な
っ
て
小
代
区

新
屋
の
八
反
滝
上
部
の
急
斜
面
で
発
見
さ
れ
た
鉢
伏
山

遭
難
事
故
。
3
月
4
日
、
こ
の
捜
索
活
動
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
民
間
会
社
な
ど
、
次
の
皆
さ
ん
に
町
か
ら
感

謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。　
　
　
　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

・
鉢
伏
開
発
観
光
株
式
会
社

（
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
）

・
西
日
本
リ
ゾ
ー
ト
観
光
株
式
会
社

　

（
ミ
カ
タ
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
）

・（
財
）
尼
崎
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

　

（
尼
崎
市
立
美
方
高
原
自
然
の
家　

「
と
ち
の
き
村
」）

・
新
屋
区

 

感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た

 

鉢
伏
山
遭
難
事
故
捜
索
活
動
協
力
者
へ

▲感謝状を受け取る協力者の皆さん

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た
（
順
不
同
）

▲小代地域局の屋上に設置された
　送信アンテナ（高さ約 3m）

●
兵
庫
県
コ
ウ
ノ
ト
リ
賞

　

〝
こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し
い
兵
庫
〞
の
実
現
に
貢
献

・
寺
川 

恭や

す

こ子
さ
ん
（
香
住
区
上
計
）

　

柴
山
地
区
公
民
館
ほ
か
公
共
施
設
周
辺
で
花
づ
く
り
を    

　

進
め
、
地
域
の
環
境
美
化
に
取
り
組
む
。

・
細
川 

龍
也
さ
ん
（
小
代
区
石
寺
）

　

伝
統
芸
能
「
や
く
ざ
踊
り
」
を
継
承
、
小
代
地
域
の
盆
踊

　

り
を
盛
り
上
げ
、
伝
統
文
化
の
継
承
と
と
も
に
青
少
年
の

　

健
全
育
成
に
貢
献
。

●
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

・
美
方
地
区
更
生
保
護
女
性
会
香
住
ブ
ロ
ッ
ク

　

特
に
幼
児
と
そ
の
親
を
対
象
に
、
手
づ
く
り
の
指
人
形
劇

　

の
公
演
な
ど
を
通
し
、
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く

　

り
に
貢
献
。

●
ひ
ょ
う
ご
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
表
会
知
事
賞

・
西
村 

寿
ひ
さ
し

さ
ん
（
村
岡
区
日
影
）

　

猿
尾
滝
の
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て
活
躍
。
第
1
回
ひ
ょ
う
ご

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発
表
会
で
、
日
本
の
滝
百
選
に
選
ば

　

れ
て
い
る
「
猿
尾
滝
」
の
魅
力
を
披
露
。

●
第
67
回
全
国
教
育
美
術
展
地
区
学
校
賞

・
香
住
第
二
中
学
校

　

個
人
賞
で
特
選
6
点
、
入
選
12
点
、
佳
作
4
点
の
入
賞
。

　

兵
庫
県
内
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
。

●
ひ
ょ
う
ご
地
域
安
全
ま
ち
づ
く
り
活
動
賞

・
香
美
町
防
犯
協
会
余
部
支
部

　

防
犯
立
て
看
板
設
置
の
ほ
か
、
余
部
地
区
全
世
帯
を
「
子

　

ど
も
を
守
る
１
１
０
番
の
家
」
と
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
子

　

ど
も
を
守
る
体
制
を
確
立
。

●
子
育
て
応
援
元
気
ア
ッ
プ
賞
知
事
表
彰

・
株
式
会
社 

日
本
海
フ
ー
ズ　

　

毎
年
2
月
6
日
の
海の

り苔
の
日
に
町
内
の
全
保
育
所
と
幼

　

稚
園
（
計
18
ヵ
所
）
に
海
苔
の
つ
く
だ
煮
を
贈
呈
。
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 平成 20 年度 第１回インターネット公売のお知らせ
～ 町税滞納処分による差し押さえ物件の売却 ～

　今年 1 月に引き続き、町税の滞納処分によって差し押さえた動産をインターネット公売システムを
利用し、競り売りで売却します。

◆平成 19 年度第 1回インターネット公売の結果◆
　町税の滞納者から差し押さえたピアノ、原動機付自転車、尺八など 17 点を出品しました。北海
道から沖縄まで 111 名の参加申し込みがあり、16点（売却総額 177,943 円）が落札されました。
　なお、売却額は、滞納処分費を除き全額滞納町税に充当します。
　町では、今回の結果を踏まえ、引き続きインターネット公売を行い、今後はさらに換価価値の高
い財産の差し押さえも視野に入れながら、滞納解消に努めていきます。

●下見会
　公売物件を実際に見ることができる下見会を
開催します。落札物件は、返品することができ
ませんので、事前によく見て参加してください。
　・と　き　4月 23 日（水）10:00 ～ 15:00
　・ところ　村岡区雪寒基地
　　　　　　（村岡区高井、デサントアパレル㈱村岡工場前）
●そのほか
　事情により、公売を中止することがあります。
　詳細はホームページでご確認ください。
●問い合わせ先
　役場総務部税務課

 国民年金保険料について
～ 前納で保険料の割引があります ～

　国民年金保険料は、4月から 310 円引き上げられ、月額 14,410 円となります。

　年金を支える力と給付のバランスをとるため、保険料の段階的な引き上げが行われています。

●国民年金保険料の前納制度

　保険料を前納する（前払いで納める）と、納付期間などにより保険料が割引されます。

前納の方法 前納の期限 割引額 納付額

 １年度分（4月～平成 21 年 3月） ４月 30 日まで 3,070 円 169,850 円

 上期分（4月～ 9月） ４月 30 日まで 700 円 85,760 円

 下期分（10 月～平成 21 年 3月） 10 月 31 日まで 700 円 85,760 円

　※前納用の納付書は、４月上旬以降に順次社会保険庁から発送される予定ですが、そのほか任意の

　　月分から年度末までの前納を希望される場合は、豊岡社会保険事務所へお問い合わせください。

●学生納付特例

　平成 19 年度に学生納付特例を承認された人の特例期間は、今年３月までです。

　引き続き学生納付特例を希望される場合は、４月上旬以降に順次社会保険庁から案内が郵送されま

すので、早めに申請手続きを行ってください。

●問い合わせ先

　役場健康福祉部町民課、各地域局健康福祉課

　豊岡社会保険事務所　℡0796・22・3196

●参加申込期間
　4月 10 日（木）13:00 から
　4月 28 日（月）17:00 まで
●競り売り期間
　5月  7 日（水）13:00 から
　5月  9 日（金）14:00 まで
●公売物件
　動産（籐の家具、木の置物、
　ピアノなど 35 点）
●参加申込方法
　インターネットからの参加となります。
　http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/
　（4月 10 日公開予定）
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 20 年 3 月 25 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地・勤務地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区間室 (有) 北近畿環境開発
電気工事士 不問 2 香住区香住 ㈱スタミナフードサービス 接客・調理補助 35 以下 10

水処理施設管理補助 不問 ２
香住区間室 (有) 北近畿環境開発

清掃 8:30 ～ 7:15 のうち 4時間 不問 1

香住区上計 ㈱エムダッシュ 販売 不問 １ 清掃 8:30 ～ 17:15 不問 2

香住区香住 マルヤ水産㈱ 水産加工員 不問 2 香住区下浜 (有) さだ助 接客・調理など 39 以下 2

香住区森 寺田ガス㈱ 商品配達 不問 2 香住区香住 マルヤ水産㈱ 水産加工員 不問 3

香住区香住 日本交通㈱ タクシー乗務員（香住営業所） 不問 2 香住区若松 富士産業㈱神戸事業部 栄養士 / 管理栄養士 不問 1

香住区上計 ㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1 香住区香住 ローソン香美町香住店 コンビニ店員 不問 2

香住区下岡 (有) 山本モータース 自動車・保険営業 不問 1 香住区下浜 (有) 三宝 接客 ･洗い場 ･清掃など 不問 1

香住区香住 ㈱日本海フーズ 調理補助 不問 1 香住区森 社会福祉法人 香寿会 介護職員 不問 3

香住区七日市 平和焼肉 飲食、サービス係 不問 1 香住区浦上 旅館きむらや 接客係 不問 4

香住区香住 (有) 三七十

接客係 不問 3 香住区上計 カネサ水産㈱ 水産加工員 不問 1

調理師見習（大阪北新地店） 不問 1 香住区隼人 マルカツ水産㈱ 水産加工 不問 3

接客係（大阪北新地店） 不問 3 香住区上計 ㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1

香住区香住 マルヨ食品㈱ 営業 39 以下 2
香住区香住 (有) 三七十

接客係（北新地店） 不問 2

香住区境 ㈱香美町観光公社 接客係 不問 1 接客係 不問 3

香住区無南垣 大阪布谷精器㈱ 旋盤工 不問 1 香住区香住 毎美エンジニアリング㈱ 清掃員 不問 1

香住区森 社会福祉法人香美町社会福祉協議会 認知症高齢者グループホーム介護員 不問 1
香住区境 ㈱香美町観光公社

フロント業務（16:00 ～ 22:00） 不問 1

香住区森 ㈱ライフアート 裁断 39 以下 1 フロント業務（7:00 ～ 16:00） 不問 1

村岡区村岡
小代区神水

社会福祉法人
みかたこぶしの里

看護員（小代区 ･村岡区） 不問 1
香住区香住

㈱トヨダ
（イートバリュー香住店）

食品製造 不問 2

介護員（小代区 ･村岡区） 不問 6 食品加工 不問 5

香住区森 社会福祉法人香美町社会福祉協議会 デイサービス介護員 不問 1

村岡区和田 北但西部森林組合 林業 39 以下 15

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（3/1 ～ 3/31）の届出分の内、承諾を得た
方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（3/1 ～ 3/31）の届出分の内、
承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　上下水道課　36・0420　　議会事務局　36・1963
村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

◆お詫びと訂正◆
　広報「ふるさと香美」第 36
号(平成20年3月号)の記事に、
以下のとおり誤りがありまし
た。関係者のみなさまには大
変ご迷惑をおかけいたしまし
たことをお詫びして、訂正い
たします。

・9ページの『町内から表彰受
　賞者がありました』の記事
　で、民生委員 ･ 児童委員の
　表彰受賞者のうち、西浦栄
　子さんの行政区が「村尾区
　和池」とありますが、正し
　くは「村岡区和池」でした。

・8 ページの『第 63 回国体ス
　キー』の記事において、町
　内の兵庫県代表選手で、次
　の方をご紹介していません
　でした。
　スキー ･クロスカントリー
　【成年男子Ａ・74 位】

　西村 一
い っ せ い

生
　（村岡区日影・びわこ成

せ い け い

蹊ス
　ポーツ大学 1年）

　広報「ふるさと香美」へのご意見や
ご要望、地域の話題などの情報がござ
いましたら、お寄せください。
●問い合わせ先　役場総務部企画課

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

　

3
月
8
日
、
9
日
の
2
日

間
、
香
住
区
中
央
公
民
館
で
、

春
一
番
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

さ
れ
、
大
正
琴
、
ロ
ッ
ク
、

コ
ー
ラ
ス
、
Ｒ
＆
Ｂ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

グ
ル
ー
プ
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

8
日
に
は
、
ほ
ぼ
全
員
が

高
校
生
と
い
う
5
グ
ル
ー
プ

が
演
奏
。
若
さ
あ
ふ
れ
る
10

代
の
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
音

楽
が
会
場
内
に
響
き
渡
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
日
の
ト
ッ

プ
バ
ッ
タ
ー
だ
っ
た
駒
居

徳の

り

み

ち廸
さ
ん
（
香
住
区
一
日
市
）

は
「
緊
張
し
て
歌
詞
を
忘
れ

そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校

卒
業
の
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
が
、
少
し
間
違
え
た

の
で
苦
い
思
い
出
に
も
な

り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

９
日
の
昼
の
部
は
町
内

の
7
グ
ル
ー
プ
の
若
者
た

ち
が
参
加
し
、
張
り
の
あ

る
声
で
ロ
ッ
ク
が
中
心
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
夜

の
部
は
町
内
の
6
グ
ル
ー

プ
の
演
奏
と
ゲ
ス
ト
グ

ル
ー
プ
一
つ
が
参
加
、
琴

の
調
べ
や
大
人
の
し
っ
と

り
し
た
コ
ー
ラ
ス
、
熟
練

さ
れ
た
吹
奏
楽
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
ス
タ
イ
ル
の
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。　

春
一
番
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
８

春
の
訪
れ
、
音
楽
に
乗
せ
て

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

　

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
穏
や
か
な
天
候

の
3
月
2
日
、
香
住
区
の

柴
山
港
で
第
7
回
か
に
感

謝
祭
が
開
催
さ
れ
、
朝
早

く
か
ら
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
水
産
物
の

販
売
は
も
ち
ろ
ん
、
も
ち

ま
き
、
親
子
カ
ニ
歩
き
競

争
、
ヒ
ラ
メ
釣
り
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
か
に
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
な
ど
た
く
さ
ん
の
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

30
ｍ
ほ
ど
の
直
線
コ
ー
ス
を
親
子
が
背
中
合
わ
せ
に

な
っ
て
横
向
き
に
進
む
〝
親
子
カ
ニ
歩
き
競
争
〞
で
は
、

25
組
の
親
子
が
参
加
し
、

順
位
を
競
い
ま
し
た
。
ど

の
選
手
も
、
カ
ニ
歩
き

な
ら
ぬ
カ
ニ
走
り
の
す

ご
い
勢
い
で
ゴ
ー
ル
ま

で
駆
け
抜
け
、
勢
い
余
っ

て
ひ
っ
く
り
返
る
親
子

も
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
々
は
、
イ
ベ

ン
ト
で
楽
し
み
、
カ
ニ

汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
で

お
な
か
も
満
た
し
て
帰

路
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

第
7
回
か
に
感
謝
祭

お
な
か
も
、
思
い
出
も
、
カ
ニ
で
い
っ
ぱ
い
！

（
柴
山
港
）

（
柴
山
港
）

▲

9日の夜は、大人のしっとりとした歌声で

▲息を合わせて、親子カニ歩き競争

▲８日の会場は、10 代のエネルギーが爆発

お
父
さ
ん
と
元
気
体
操
教
室

お
父
さ
ん
、
楽
し
い
ね
！（

香
住
区
）

（
香
住
区
）

　

3
月
2
日
、
香
住
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
た
「
お
父
さ
ん
と
元
気

体
操
教
室
」。
こ
れ
は
、

普
段
、
仕
事
な
ど
で
忙
し

い
父
親
に
、
運
動
を
通
し

て
子
ど
も
と
触
れ
合
い
、

楽
し
い
時
間
を
過
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
行
わ

れ
た
も
の
。
こ
の
日
は
、

親
子
61
人
が
参
加
。
走
っ

た
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て

ゲ
ー
ム
を
す
る
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
の
腕
に
コ
ア
ラ
の
よ
う
に
ぶ
ら
下
が
る
力

技
の
体
操
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
お
父
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
に
満
足
そ
う
で
し
た
。
田
原
弘ひ

ろ

た

か嵩
く
ん
（
3
歳
、
香

住
区
大
谷
）
は
「
難
し
か
っ
た
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
で
楽
し
か
っ
た
」
と
少
し
照

れ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

みんなで輪になってリズム体操▲

▲

大きな活ガニに歓声を上げる観光客

▲

お父さんとダンボールのキャタピラでぐんぐん進む

▲力持ちのお父さんにぶら下がって…
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毎
年
、
虫
歯
の
予

防
と
歯
の
健
康
を

テ
ー
マ
に
し
た
標

語
を
募
集
す
る
な

ど
歯
科
衛
生
に
力
を

注
い
で
い
る
小
代
小

学
校
で
は
、
児
童
に

さ
ら
に
丈
夫
な
歯
を

つ
く
る
こ
と
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
こ
の
ほ
ど
「
歯
の
カ
ル
タ
」
を
作
り
ま
し
た
。

　

1
月
初
旬
に
カ
ル
タ
の
読
み
札
を
募
集
。
１
０
６
人
の

全
校
生
か
ら
約
７
０
０
点
も
の
応
募
が
あ
り
、
保
護
者
・

教
師
・
児
童
な
ど
か
ら
な
る
学
校
保
健
委
員
会
が
中
心
と

な
り
50
音
の
読
み
札
を
決
定
。
上
級
生
が
イ
ラ
ス
ト
を
描

き
、
縦
22
㎝
・
横
15
㎝
の
絵
札
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

3
月
12
日
、
カ
ル
タ
の
完
成
を
祝
い
、
読
み
札
の
入
賞

作
品
の
発
表
な
ど
の
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
後
、
卒
業
を

控
え
た
6
年
生
が
教
室
で
輪
に
な
り
、
歯
の
カ
ル
タ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。
自
分
が
考
え
た
カ
ル
タ
を
取
っ
た
大
城

葵
あ
お
い

さ
ん
（
小
代
区
神

水
）
は
「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
教
わ
っ
た
リ

ン
ゴ
を
食
べ
る
と
体

に
い
い
と
い
う
話
や

朝
食
に
出
る
牛
乳
の

こ
と
を
カ
ル
タ
に
し

ま
し
た
。
私
た
ち
は

卒
業
す
る
け
ど
、
こ

れ
か
ら
も
小
学
校
の

み
ん
な
に
カ
ル
タ
を

使
っ
て
歯
の
勉
強
を

し
て
ほ
し
い
」と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

歯
の
カ
ル
タ
作
成

ル
シ
ウ
ム
毎
日
と
っ
て
丈
夫
な
歯

（
小
代
小
学
校
）

（
小
代
小
学
校
）6 年生のカルタ大会の様子▲

▲

取ったカルタを見せてくれる 6年生の皆さん

　

3
月
14
日
か
ら
16
日
に

か
け
て
、
村
岡
区
の
ハ

チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
で
、

「
第
1
回
西
日
本
モ
ー
グ

ル
大
会
兼
第
1
回
西
日
本

ス
キ
ー
選
手
権
フ
リ
ー

ス
タ
イ
ル
競
技
モ
ー
グ
ル

種
目
」
と
「
２
０
０
８
ハ

チ
北
Ｃ
Ｕ
Ｐ
モ
ー
グ
ル
大

会
兼
第
2
回
兵
庫
県
選
手
権
大
会
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
競
技

モ
ー
グ
ル
種
目
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
は
北
海
道
、
南
は
山
口
県
か
ら
、
男
女
合
わ
せ
て
延

べ
約
１
４
０
人
の
選
手
が
参
加
。
全
長
２
１
０
ｍ
、
平
均

斜
度
29
度
の
コ
ー
ス
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
で

こ
ぼ
こ
の
コ
ブ
の
あ
る
急
斜
面
を
一
気
に
滑
り
降
り
、
途

中
、
２
ヵ
所
で
ジ
ャ
ン
プ
（
エ
ア
）
を
決
め
る
モ
ー
グ
ル

ス
キ
ー
は
、
見
て
い
て
も
豪
快
で
迫
力
満
点
で
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
参
加
し
た
堤
夏な

つ

み海
選
手
は
「
思
っ
た
よ
り

雪
が
多
く
、
正
直
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ハ
チ
北
は
20
年

の
人
生
で
一
番
南
の
ス
キ
ー
場
。
友
人
に
も
兵
庫
に
こ
ん

な
い
い
ス
キ
ー
場
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
の
庶
務
責
任
者
の
西
村
芳
和
さ
ん
（
村
岡

区
大
笹
）
は
「
今
年
は
大
会
が
開
催
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
。
出
場
し
て
く
れ
た
選
手
た
ち
が
、
こ
の
大
会
を

ば
ね
に
さ
ら

に
全
国
の
大

会
で
活
躍
し

て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」

と
ほ
っ
と
し

た
様
子
で
し

た
。

モ
ー
グ
ル
大
会
開
催

ハ
チ
北
を
モ
ー
グ
ル
ス
キ
ー
の
メ
ッ
カ
に

（
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
）

（
ハ
チ
北
高
原
ス
キ
ー
場
）

　

3
月
22
日
、
駐
車
場
の
サ
ク

ラ
の
つ
ぼ
み
が
開
き
そ
う
な
香

住
文
化
会
館
で
行
わ
れ
た
〝
香

り
の
花
フ
ェ
ス
タ
〞。「
春
植
え

球
根
と
盆
用
切
り
花
の
栽
培
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
花
づ
く
り
講

習
会
で
は
、
約
１
０
０
人
の
参

加
者
が
、
兵
庫
県
立
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
の
宮
垣
義
巳
氏
の
話

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
鉢
植
え

な
ど
の
実
演
を
身
を
乗
り
出
し

て
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
但
馬
高
原
植
物
園
植

栽
主
任
の
田
丸
和
美
氏
に
よ
る
寄
せ
植
え
実
習
で
は
、
盆

栽
風
の
か
わ
い
い
寄
せ
植
え
〝
盆ぼ

ん

け

い景
〞
づ
く
り
に
60
人
の

参
加
者
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
田
丸
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

な
が
ら
、
楽
し
く
思
い
思
い
の
作
品
を
作
り
ま
し
た
。

　

特
別
協
賛
企
画
の
〝
香
り
と
健
康
の
料
理
教
室
〞
で
は
、

料
理
研
究
家
の
村
上
貴
美
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
ブ
ル
ー

べ
リ
ー
ジ
ャ
ム
す
し
や
み
つ
葉
の
白し

ろ

ざ

け

じ

る

酒
汁
な
ど
、
植
物
が

本
来
も
つ
香
り
と
色
、
に
が
み
な
ど
を
生
か
し
た
健
康
料

理
づ
く
り
に
約
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

親
子
で
参
加
し
た
毛

戸
な
お
み
さ
ん
（
小
代

区
神
水
）
は
「
家
で
は

作
っ
た
こ
と
が
な
い
料

理
ば
か
り
で
し
た
。
栄

養
の
こ
と
も
教
え
て
も

ら
い
、
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
彩
り
も
よ
く
、

と
っ
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
」
と
感
想
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

香
り
の
花
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
８
春

花
い
っ
ぱ
い
、
香
り
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

（
香
住
区
）

▲かわいい寄せ植え、盆景づくり

▼香りと健康の料理教室　“ブルーベリージャムすし”つくり

カ

▲

大技のバックフリップ（後方１回転）を決める堤選手

果敢にコブ斜面を攻める選手▲
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務
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まちのうごき
（平成 20年 3月 1日現在）

合　計　21,935 人（－ 30）

　男　　10,443 人（－   7）

　女　　11,492 人（－ 23）

世帯数  6,957 世帯（－ 10）
カッコ内は前月比

この「広報ふるさと香美」は、自然環境を考えてソイ（大豆油）
インキ、再生紙を使用しています。
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

　

春
一
番
コ
ン
サ
ー
ト
の
高
校
生
の
演
奏
。
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
彼
ら
に
、
感
動
以
上
に
圧
倒

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
の
高
校
時
代
を

思
い
出
し
て
、
こ
ん
な
に
生
き
生
き
し
て
い
た

か
な
ぁ
と
思
い
、
も
っ
と
も
っ
と
い
ろ
ん
な
こ

と
を
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と
、
今
さ
ら
な

が
ら
反
省
し
ま
し
た
。

　

そ
う
思
い
つ
つ
も
、
今
も
や
り
た
い
こ
と
を

思
い
き
り
や
っ
て
み
る
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
メ
リ
ハ
リ
の
な
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
仕
事
で
忙
し
い
と
か
、

時
間
が
な
い
と
か
で
は
な
く
、
自
分
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
や
向
上
心
が
下
を
向
い
て
い
る
だ
け
。

　

自
分
の
人
生
は
、
自
分
が
立
ち
上
が
ら
な
け

れ
ば
、
満
足
を
得
る
こ
と
は
な
い
。

　

３
月
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
高
校
生
た
ち

か
ら
元
気
を
分
け
て
も
ら
い
、
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ

ン
氏
の
講
演
会
で
は
、
勇
気
を
出
し
て
行
動
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。
さ
ぁ
、

新
年
度
。
気
分
を
変
え
て
、
ま
ず
は
元
気
に
最

初
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。　
　

（
今
西
）

　産業面では、東港と西港の 2つの漁港
があり、水産加工場も多く、漁業・水産
業が盛んな地域です。そのすぐ南側には、
昭和初期に耕地整理が完成した「奥

お う し ゅ う だ い

州台」
と呼ばれる広大な水田地帯が広がり、香
住区でも屈指の米どころとなっています。
　また、夕陽や漁火など風光明美な海岸
線は、山陰海岸国立公園（昭和 38 年 7 月
15 日指定）の中心に位置し、本町も日本
初のジオパーク認証を目指し、関係団体
と協力し積極的にＰＲを行っているとこ
ろです。昨年愛称が決まった香住海岸ル
ネサンス埋立地“しおかぜ香苑”の交流
広場の整備も、今年の香住ふるさとまつ
りまでには完了し、ますます人と人との
交流の場所として、ご利用いただけるよ
うになります。このすばらしいロケーショ
ンを生かし、毎年秋には香住潮風マラソ
ン大会が開催されます。
　町内の 3分の 1 を超える人口が集まる
香住地区。昨年 9月、新たな住宅地とし
て「香住山手」地域の分譲が始まりました。
平成 21 年度にはＪＲ山陰本線の下をくぐ
り公立香住病院と「香住山手」地域を結
ぶ町道山手若松線も開通予定です。
　伝統芸能では、毎年秋祭りに一日市区
と香住区で奉納される三

さ ん ば そ う

番叟が有名。町
並みが都市化していくなかでも、こうし
た文化の継承を通して、年代を超えた地
域のコミュニケーションが大切にされて
います。

一日市一日市
境境

西香住西香住

駅前駅前
油良油良

間室間室

矢田矢田

下浜下浜

森森

余部道路（工事中）

香住山手香住山手

若松若松しおかぜしおかぜ
香苑香苑

香住漁港香住漁港
東港東港

香住漁港香住漁港
西港西港

香住香住

香
住
浜
海
水
浴
場

香
住
浜
海
水
浴
場

七日市七日市

役場本庁舎役場本庁舎

香住第一中学校香住第一中学校

香住区中央公民館香住区中央公民館

香住道路香住道路

香住文化会館香住文化会館

今子浦今子浦
キャンプ場キャンプ場

今子浦今子浦
海水浴場海水浴場

国
民
宿
舎
フ
ァ
ミ
リ
ー

国
民
宿
舎
フ
ァ
ミ
リ
ー

イ
ン
今
子
浦

イ
ン
今
子
浦

今
子
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド

今
子
浦
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆地区の世帯数と人口 (H20.3.1 現在 )

区　名 世帯数
人口

男 女 計

七日市 118 165 185 350

駅　前 284 427 462 889

計 1,861 2,832 3,070 5,902

区　名 世帯数
人口

男 女 計

境 153 213 234 447

一日市 316 525 548 1073

若　松 272 421 443 864

香　住 595 885 1,013 1,898

西香住 123 196 185 381 香住地区合計 2,363 3,635 3,953 7,588

香住天文館香住天文館

公立香住病院公立香住病院

ふるさとの魅力を訪ねてふるさとの魅力を訪ねて

 香住地区 その１

奥州台奥州台

1

1

2

2

３

３

4

4

三番叟（一日市）三番叟（一日市）

　香住地区は、境、一日市、若松、香住、西香住、七日市、駅前、
森、間室、油良、矢田、下浜からなります。今回は、「その1」
として、境から駅前までの地域を紹介します。

　この地区は、役場本庁舎、公立香住病院、香住文化会館、香住
区中央公民館などの主要な施設や、地域高規格道路「香住道路」
のインター、国道 178 号、主要地方道香住村岡線と香美久美浜線、
ＪＲ香住駅などの交通網が集まり、まちの中心地となっています。

香住潮風マラソン香住潮風マラソン

香住ふるさとまつり香住ふるさとまつり
海上花火大会海上花火大会

三番叟（香住）三番叟（香住）

夕暮れ時に咲くユウスゲ夕暮れ時に咲くユウスゲ

海の文化館海の文化館


